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新
し
い
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
、
天
理
市
で
は
、「
平
成
25
年

度
天
理
市
子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

就
労
し
て
い
な
い
母
親
に
つ
い

て
、
就
労
希
望
を
み
る
と
、
就
学
前

児
童
の
母
親
で
は
「
１
年
よ
り
先

に
就
労
し
た
い
」「
す
ぐ
に
で
も
、

も
し
く
は
１
年
以
内
に
就
労
し
た

い
」が
全
体
の
６
割
以
上
で
、
就
労

意
欲
は
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
育
て
を
ど
う
感
じ
て

い
る
か
」
に
つ
い
て
は
、「
喜
び
・

楽
し
み
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
喜

び
・
楽
し
み
」
と
答
え
た
人
が
お

よ
そ
７
割
を
占
め
ま
し
た
。「
負

担
・
苦
労
」
と
感
じ
て
い
る
親
は

１
割
弱
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、

「
夫
や
周
り
の
協
力
が
得
ら
れ
ず

に
一
人
で
育
児
も
家
事
も
背
負
っ

て
い
る
」
と
い
っ
た
仕
事
と
育
児

の
両
立
に
悩
む
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
悩
み
の
中
に
は
市

や
地
域
社
会
な
ど
周
り
の
支
援
で

解
決
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
新
制
度
が
整
備
さ

れ
、
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取

組
み
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

　

平
成
24
年
８
月
、
日
本
の
子
ど
も
・

子
育
て
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」と
い
う
法
律
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
と
、
関
連
す
る
法
律
に
基

づ
い
て
、幼
児
期
の
教
育
や
保
育
、地
域

の
子
育
て
支
援
の
拡
充
や
質
の
向
上
を

進
め
て
い
く
た
め
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」（
以
下
、
新
制
度
）が
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

みんなで 

子育てしやすい天理市に

ひとりで悩まず

　　　　　みんなで子育て

ひとりで悩まず

　　　　　みんなで子育て

ひとりで悩まず

　　　　　みんなで子育て

子育てをどう感じているか 就労していない母親の就労希望

負担・苦労
0.5％

喜び・楽しみ
19.3％

１年より先に
就労したい
45.2％

すぐにでも、
もしくは１年以内に

就労したい
15.8％

子育てや家事などに専念したい
（就労の予定はない）

30.3％

無回答
1.6％

無回答
8.8％どちらかというと

負担・苦労
7.9％

どちらかというと
喜び・楽しみ

53.4％

どちらでもない
17.2％
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タ
ー
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天
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平
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天
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。
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強
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両
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意
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が
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く
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こ
の
よ
う
な
悩
み
の
中
に
は
市

や
地
域
社
会
な
ど
周
り
の
支
援
で

解
決
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
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そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
新
制
度
が
整
備
さ

れ
、
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取

組
み
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
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平
成
24
年
８
月
、
日
本
の
子
ど
も
・

子
育
て
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」と
い
う
法
律
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
と
、
関
連
す
る
法
律
に
基

づ
い
て
、幼
児
期
の
教
育
や
保
育
、地
域

の
子
育
て
支
援
の
拡
充
や
質
の
向
上
を

進
め
て
い
く
た
め
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」（
以
下
、
新
制
度
）が
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
共
働
き
家
庭
だ
け
で
な
く

　
す
べ
て
の
家
庭
を
支
援

　

共
働
き
家
庭
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で

子
育
て
を
す
る
親
が
利
用
で
き
る
事
業

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
急
な
用
事
な
ど

都
合
に
合
わ
せ
て
一
時
預
か
り
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
乳
幼
児

の
親
子
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、

子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き
、
親
子
で

気
軽
に
集
え
る
広
場
な
ど
、
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
（
４
～
７
ペ
ー
ジ
）
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
を

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
か
ら
、
学
童

保
育
の
時
間
延
長
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
本

市
で
は
、
新
制
度
に
先
が
け
、
す
で
に

平
成
26
年
10
月
か
ら
、
利
用
時
間
が
午

後
７
時
ま
で
に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
制
度
で
　

こ
こ
が
充
実

　　　幼稚園や保育所はすべて「認定こども園」に
なるのですか？

　　　新制度では、教育と保育を一緒に提供でき
る施設「認定こども園」の普及を図るとされていま
すが、現在の幼稚園や保育所がすべて認定こども
園になるわけではありません。
　公立では、ニーズや園児数の動向、現状などを見
ながら市で検討します。
　私立は、運営方法を園で決定します。

　　　市民税を基に保育料を算定すると保育料が
高くなるのでしょうか？

　　　できるだけ現行の保育料と差が生じないよ
うに調整しています。（→詳細はＰ８）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　保育標準時間、保育短時間の利用時間帯は
何時から何時までですか？

　　　標準時間は、７時 30 分から 18 時 30 分まで
の 11 時間、短時間での利用は８時 30 分から 16 時
30 分までの８時間です。この時間帯を超えて利用
する場合は延長保育となります。

　　　家で育児をしていますが、共働き家庭でな
ければ新制度の支援を受けられないのですか？

　　　共働きでなくても、急な用事などで利用で
きる「一時預かり」や、身近な場所で親子同士の交
流や子育て相談ができる「地域子育て支援拠点」
（すこやかホール、子育てゆとり創造センター・天
理、サロンドキッズ、にぎわいプラザ）などを利用
することができ、すべての子育て中のご家庭をニ
ーズに合わせて支援していきます。

　　　一時預かりを利用するには、特別な要件が
必要となるのでしょうか？

　　　一時預かりを利用するための特別な要件は
ありません。保護者の冠婚葬祭・通院・美容院な
ど様々なニーズに合わせて利用することができま
す。利用料金や利用時間など
の詳細は、利用される施設に
ご確認ください。（南保育所・
カレス学園・朝和保育園・
ひまわり保育園・柳本保育
園・前栽学園・すくすくＫ
ＩＤＳ広場で実施）

Ａ.

Ａ.

Ａ.

Ａ.

Ａ.

子ども・子育て新制度　Ｑ＆Ａ

Ｑ.Ｑ.

Ｑ. Ｑ.

Ｑ.

特集　ひとりで悩まず みんなで 子育て

３　　　天理市広報　町から町へ　2015.4



天理市広報　町から町へ　2015.４　　 ４

　「親子の絆づくりプログラム“赤
ちゃんがきた”」は、初めて赤ちゃ
んを育てている母親と０歳児の赤
ちゃんが一緒に参加するプログラ
ムです。
　子育てをするお母さん同士が、
育児の喜びや困ったこと、親とし
ての迷いなどを一緒に話し合い、
互いに助け合いながら子育てして
いける仲間と出会う場です。

　愛され、守られているという 
「親子の絆」を赤ちゃんが感じなが
ら育つことで、赤ちゃんの心に 

“心の安定根” がはぐくまれ、その

“心の安定根” は、子どもが思春期
を乗り越え、社会の中で自立して
いくための力となります。０歳児
期にはぐくまれる “心の安定根”
は、親が子どもに与えられる「一生
の宝物」です。

参加したママたちの声

・「完璧な親になろうとせず、自

　分のストレスとも上手に付き合

　いながら子育てしようと気持ち

　が楽になれて良かったです」

・「忙しい時に泣かれるとイライ

　ラしたり、何もできなくて嫌に

　なったけど、みんなの話を聞い

　て同じだと安心したり、方法が

　わかったりして少し接し方に余

　裕ができました」

・「一人で悩んでいることが多か

　ったけど、ここに来ると相談し

　あえる人たちがいて、心強く思

　い、自分も良い気分転換になり

　ました」

場所　すこやかホール（保健センター内）など
くわしくは、お問い合わせください
問い合わせ　児童福祉課（☎内線 238）へ　
　

親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんがきた”
―思春期から花ひらく０歳児期の育児―

　

天
理
市
で
は
「
天
理
で

子
育
て
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と
思
え
る
、
親
と

子
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
づ
く
り
を
整
え
て
い

ま
す
。

 

産
後
の
体
調
も
気
持
ち

も
不
安
定
な
ま
ま
一
人

で
頑
張
っ
て
子
育
て
を

し
て
い
る
と
、
周
り
か
ら

孤
立
し
て
し
ま
い
、
い
つ

の
間
に
か
大
き
な
ス
ト

レ
ス
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
産

後
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
気

持
ち
が
ふ
さ
い
で
し
ま

う
経
験
を
聞
い
て
み
る

と
、「
あ
っ
た
」と
答
え
た

就
学
前
児
童
の
母
親
は

７
割
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。子
育
て
経
験
者
の

過
半
数
の
人
が
経
験
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

そ
ん
な
不
安
定
な
時

期
を
ま
わ
り
と
つ
な
が

る
こ
と
で
少
し
楽
に
な

る
。な
に
か
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
少
し
肩
の

力
を
抜
い
て
ホ
ッ
と
で

き
る
、
そ
ん
な
場
を
提
供

し
て
い
る
行
政
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

あった
73.9％

なかった
24.4％

無回答
1.7％

産後にイライラしたり
　　　気持ちがふさいでしまう経験

　ホッとできる　　市の支援
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子育て支援ホール　すこやかホール
　保健センターの１階にあるすこ
やかホールは、子育て中の親子が
自由に遊べるサロン日と、子育て
サークル・グループが申請して利
用できる貸し館日があります。
　この場所で、出産が同じ病院だ
った人と偶然に再会されたり、何

回か来ているうちに顔見知りがで
きたりと、ママ友づくりの場にも
なっています。
　子育ての悩みは成長するたび
に、その都度出てくるものです。こ
こに来れば、その時期を過ごして
きた先輩ママや保育士からの話が
聞けます。また、すこやかホールの
行き帰りに保健センターに寄って
体重測定や相談もできるので、と
っても便利です。
　
場所　すこやかホール（保健センター内）
問い合わせ　児童福祉課（☎内線 238）へ

土曜子育てサロン
　平日は仕事で来られないお父さ
ん、お母さんも多いことでしょう。
そんな人も来られるように、月１
回ではありますが、土曜日にすこ
やかホールを開放しています。

　また、土曜子育てサロンでは、保
育士のほかに市内で子育て支援の
お手伝いで活躍中の保育サポータ
ーさんたちも来て、一緒にお話し
たり遊んだりできます。

場所　すこやかホール（保健センター内）
問い合わせ　児童福祉課（☎内線 238）へ

４月　すこやかホール　カレンダー

　　　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
午前　ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー ○ ● ー ○ ○ ー ー ○ ー ー ○ ○ ー ー
午後　ー ー ー ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○ ○ ー ○ ○ ー ー ○ ○ ー ○

○はサロン利用可能日（午前：９時～12時/午後：13時～16時）●は土曜子育てサロン開催日(事前申込みが必要)

※利用対象月齢は基本的に４カ月からとさせていただきます。警報など天候の都合で、サロンが利用できないこ
とがあります。　

◆問い合わせ　すこやかホール ＜保健センター内＞（☎内線700）へ
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　お母さんと「共感」しながら
一緒に子育てをしていきたい
との考えからはじまった「サロ
ン・ド・キッズ」。
　スタッフ全員が、子育て中や
子育て経験者のお母さんなの
で、子育てに不安を抱えるお母
さんには心強い存在です。
　悩みを打ち明ける機会が少
なく、閉じこもりがちなお母さ
んもここに来れば自然と表情
が柔らかくなるといいます。０
歳から３歳までの発達に見合
った育児教室も行っています。
　赤ちゃんや未就園児、そのお
母さんたちが集うだけではな
く、土曜日には就園児やお母さ
んもやって来るので、幅広い交
流ができます。
　お父さんたちも参加しやす
いようにと定期的に演奏会や

クリスマス会などのイベント
も開催しており、無料で子育て
相談（心理カウンセリングや発
達相談など）にも応じていま
す。 　

ＮＰＯ法人　Salon de kid’s　ネット

住所　柳本町 602
電話　66-3770
メール　salondekids_info@yahoo.co.jp
ホームページ　http://www.salonde-kids.net/
フェイスブックもしています

　

地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業

　
現
在
市
内
に
は
、
親
子
で

の
交
流
や
子
育
て
に
つ
い
て

の
相
談
が
で
き
、
気
軽
に
集

え
る
「
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
」
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
支
援
の
ほ
か
に
、
身
近
な

地
域
で
も
子
育
て
を
見
守
り
支
え

て
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
紹

介
す
る
の
は
市
と
連
携
し
な
が
ら

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
視
点
で
子

育
て
に
関
わ
っ
て
い
て
、
年
齢
に

合
わ
せ
た
教
室
や
、
母
親
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
気
軽

に
親
子
の
交
流
や
子
育
て
に
つ
い

て
の
相
談
な
ど
も
で
き
ま
す
。
親

同
士
で
悩
み
を
共
有
で
き
た
り
、

先
輩
マ
マ
や
ス
タ
ッ
フ
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
も
ら
っ
た
り
で
き
る
場

で
す
。
参
加
し
て
い
る
人
の
声
を

聞
い
て
み
る
と
、「
こ
こ
に
き
て
自

分
だ
け
の
悩
み
じ
ゃ
な
い
と
思
っ

た
」「
悩
ん
で
い
た
自
分
か
ら
リ
セ

ッ
ト
で
き
て
、
自
分
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
ほ
か
に

も
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
庭
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
は
ち
が

う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

場
所
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ホ

ッ
と
で
き
る
場
所
が
、
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
支
援
は
、
家
庭
の
変
化

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
作
り
上
げ

て
い
く
も
の
で
す
。
市
も
地
域
も

次
代
を
担
う
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
生
き
生
き
と
育
っ
て
い
け
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　ホッとできる　　地域の支援

サロン・ド・キッズ

天理市
トレイルセンター

25
長岳寺
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特集　ひとりで悩まず みんなで 子育て

子育て広場　にぎわいプラザ

　世代を超えて交流できるのが「子育て広場
にぎわいプラザ」。
　商店街の空き店舗を利用しており、子育て
世代だけでなく、おじいちゃん、おばあちゃん
世代も気楽に立ち寄れるため、幅広い世代の
コミュニケーションが図れます。また、スタッ
フは子育てを経験しているので安心して利用
することができます。
　絵本やおもちゃ、遊具が用意されているの
で、思い思いに過ごすことができ、折り紙が楽
しみで訪れるとい
う幼稚園帰りの親
子もいるほど。
　気軽に立ち寄れ、
親子で自由に楽し
める施設となって
います。

地域子育て支援センター　くれよん
　柳本保育園の園庭で元気いっぱい遊べるだ
けでなく、雨天時なら室内で心おきなく遊べ
るスペースを開放するなど親子に人気の「く
れよん」。
　お母さん同士の情報交換の場としてだけで
なく、元気な子どもの声が響きわたり、お母さ
んの頬も自然とほころび、親子で楽しめます。
　絵本の部屋を随時開放している「えほんら
んど」も人気で、トーマスバスでのドライブや
制作など親子で楽しめるイベントは、予約が

すぐ埋まるほど
の盛況ぶり。毎
週、イベントを
企画しているの
でふれあいの場
として活用して
みては。

住所　川原城町 326（天理本通り商店街内）
連絡先　20-2813
　　（NPO 法人 子育てすこやかサークル）
利用時間　月～金 10:00 ～ 16:00
ホームページ　http://www.
　　　　　 kosodate-nara.com
LINE ID　@tsudoi

住所　遠田町 511-1
　　　（柳本保育園内）
電話　67-1612
ホームページ　http://www.
　　　　　　 aiwakai-nara.co.jp
駐車場あり

きょうはなんのひ？
作・瀬田貞二　絵・林明子

かみさまからのおくりもの
作・ひぐち　みちこ

ちいさなあなたへ
作・アリスン・マギー　絵・ピーター・レイノルズ

　小さな子どもが家のいた
るところに手紙を置いてい
きます。両親は手紙をたど
りながら家中を探します。
小さな子どもは、いったい
何を企んでいるのでしょう
か。
　「きょうはなんのひ？」を
ヒントに「くれよん」では子
どもたちに人気のイベント
を企画しているとか。

子育ておすすめ図書

100 万回生きたねこ
作・絵　佐野洋子

　絵本は子どものためにだけあ
るのではありません。
　毎日、子どもの「泣き」に付き合
っているお母さん。「わたしだっ
て思い切り泣きたい」ってことは
ありませんか？「泣く」ことは、と
ても素晴らしい感情で、ストレス
解消にもいいですよ。
　そこで児童福祉課から泣ける
絵本をおすすめ。何度読んでも泣
いてしまう一冊です。

　天使が、生まれてくる５
人の赤ちゃんに、それぞれ
ちがった才能という贈り物
をします。
　個性は才能だと認識させ
られ、赤ちゃんを愛おしく
思えてきます。読みやすい
が奥が深いと「サロン・ド・
キッズ」のおすすめです。

　成長していく過程がシン
プルな言葉で綴られていま
す。
　生まれたときの感動から
老いても子を思う気持ち。
誰もが思うことを代弁して
いると「サロン・ド・キッズ」
がおすすめするもうひとつ
の作品です。プレゼントに
もおすすめとのこと。

天理中央郵便局

にぎわいプラザ

天
理
駅

天理本通り商店街
25

25長
柄
運
動
公
園

くれよん
（柳本保育園内）

JR
長
柄
駅

長
柄
郵
便
局

〒
〒



定義

生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）による被保護世帯
（単給世帯を含む。）及び中国残留法人等の円滑な帰国の
促進ならびに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶
者の自立の支援に関する法律（平成６年法律第 30 号）に
よる支援給付受給世帯

階層区分

Ａ

Ｂ
　　

Ｃ１
　
Ｃ２

Ｃ３
　
Ｃ４

Ｃ５

Ｃ６

Ｃ７
　
Ｃ８
　
Ｃ９

Ｃ10

Ａ階層及びＣ階層を除
き、市民税非課税世帯

　
Ａ階層を除き、市町村
民税の額の区分が次の
区分に該当する世帯

非課税世帯

課税世帯（均等割のみ課税）
　

所得割課税額   48,600 円未満
　
48,600 円以上   59,500 円未満

59,500 円以上   78,900 円未満
　
78,900 円以上   97,000 円未満
　
97,000 円以上  108,800 円未満
　
108,800 円以上 169,000 円未満
　
169,000 円以上 301,000 円未満
　
301,000 円以上 397,000 円未満
　

397,000 円以上 

３歳未満児（月額）単位：円
３号認定

３歳以上児（月額）単位：円
２号認定

保育標準時間
　

０

4,300

12,000
　

16,100

20,700

25,500

29,800

34,200

40,400

48,000

58,400

59,400

保育標準時間
　

０

2,900

10,000
　

13,800
　

17,800

22,600

25,900

保育短時間認定
　

０

2,900

10,000

13,600

17,500

22,300

25,500

保育短時間認定
　

０

4,300

12,000

15,900

20,400

25,100

29,300

33,700

39,800

47,200

57,500

58,400

保育所徴収金基準額表

　主な変更点

１.保育料を決めるのに用いる税額が、所得税から市町村民税の税額に変わります。
２.保育料を決めるのに用いる税額を計算するにあたり、年少扶養・特定扶養控除の取扱いがなくなります。
３.保育標準時間認定と保育短時間認定の２区分に保育料が分かれます。
４.保育料の額の切り変わりの時期が９月になります。
　（平成 27 年においては、４月と９月の２回切り替わります。）
　○平成 27 年４月から８月までの保育料
　　⇒平成 26 年度 (平成 25 年中所得 )の市町村民税額に応じて計算。
　○平成 27 年９月から平成 28 年８月までの保育料
　　⇒平成 27 年度（平成 26 年中所得）の市町村民税額に応じて計算。

※２歳児学齢から３歳児学齢に進級される人については、４月から３歳以上児の料金表で算定されます。
※多子軽減（小学校就学前の範囲内において、保育所・幼稚園などを同時に利用する場合の保育料軽減）の仕
組みは、４月以降も継続されます。２人目は算定額の半額、３人目以降については０円になります。

※私立認定こども園（幼稚園部分）における保育料は、国が定める金額で算定されます。
　

児童福祉課 保育係　（☎内線 235・240）

各月初日の在籍児童の属する世帯の階層区分

平成 27 年４月からの保育施設保育料のお知らせ

　平成 27 年から実施される「子ども・子育て支援新制度」における保育料についてお
知らせします。保育施設保育料は、保育所、認定こども園（保育所部分）および地域型保
育事業を利用される人が対象です。
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３
月
２
日
に
開
会
さ
れ
た
本

会
議
で
は
、
並
河
市
長
が
召
集

の
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ
と
、
会

期
を
19
日
ま
で
の
18
日
間
と
定

め
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
日
程
に
入
り
、
精

神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

適
用
対
象
に
関
す
る
請
願
が
上

程
さ
れ
、
文
教
厚
生
委
員
会
に

付
託
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
長
が
今

回
提
出
し
て
い
る
39
議
案
の
説

明
及
び
平
成
27
年
度
の
市
政
の

展
望
と
基
本
姿
勢
を
述
べ
、
１

日
目
を
散
会
し
ま
し
た
。　

　

４
日
に
再
開
さ
れ
た
本
会
議

で
は
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会

計
補
正
予
算
及
び
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
が
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
平
成
27
年
度
一
般

会
計
予
算
案
な
ど
新
年
度
予
算

案
を
審
査
す
る
た
め
、
予
算
審

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

休
会
中
に
審
査
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
／
敬

称
略
）

◎
三
橋
保
長　

○
市
本
貴
志　

　

飯
田
和
男　

廣
井
洋
司　

　

堀
田
佳
照　

寺
井
正
則

　

大
橋
基
之　

今
西
康
代　
　

　

岡
部
哲
雄

○
一
般
会
計
補
正
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算
○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

補
正
予
算

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特

　

別
会
計
補
正
予
算

○
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

　

計
補
正
予
算

○
一
般
会
計
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

　

算
○
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

予
算

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特

　

別
会
計
予
算

○
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

　

計
予
算

○
水
道
事
業
会
計
予
算

○
下
水
道
事
業
会
計
予
算

○
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

○
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

○
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

　

用
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

　

部
改
正
に
つ
い
て

○
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

　

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

　

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

　

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

　

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
退
職
手
当

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金

　

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て

○
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例

　

の
全
部
改
正
に
つ
い
て

○
市
立
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部

　

改
正
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

○
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

　

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

　

め
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て

○
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一

　

部
改
正
に
つ
い
て

○
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職
務

　

権
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

の
制
定
に
つ
い
て

○
市
立
幼
稚
園
の
入
園
料
及
び

　

保
育
料
の
徴
収
に
関
す
る
条

　

例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

○
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

　

改
正
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　

改
正
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

　

に
つ
い
て

○
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て

○
山
添
村
と
の
定
住
自
立
圏
形

　

成
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

○
川
西
町
と
の
定
住
自
立
圏
形

　

成
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

○
三
宅
町
と
の
定
住
自
立
圏
形

　

成
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

○
市
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　

新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い

　

て

新年度予算案など39議案上程

　平成27年第１回市議会定例会が３月２日から
開かれ、平成27年度一般会計予算案など39議案
が上程されました。

　平成27年第１回定例会始まる

平
成
26
年
度
補
正
予
算
案

平
成
27
年
度
予
算
案

条
例
案

そ
の
他

※

※並河市長の平成27年施政
　方針（市政の展望と基本
　姿勢）の全文は市ホーム
　ページでご覧いただけま
　す。
　また、市役所、市立公民
　館、図書館など市の施設
　にも配置しています。

9　　　天理市広報　町から町へ　2015.4
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４月 26 日（日）は

天理市議会議員選挙です

投票時間は

午前７時から午後８時まで

　市議会議員選挙の告示は４月19日（日）、投票日
は４月26日です。
　大切な一票です。棄権することなくよく考えて投
票しましょう。

　

今
回
の
選
挙
に
用
い
る
選
挙
人

名
簿
は
、
平
成
27
年
４
月
18
日
現

在
の
名
簿
で
す
。

◇
年
齢

　

平
成
７
年
４
月
27
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
人

◇
住
所

　

平
成
27
年
１
月
18
日
ま
で
に
住

　

民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
ま
た
は

　

転
入
届
を
し
、
引
き
続
き
住
民

　

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

　

人
◇
市
内
転
居
し
た
人

　

平
成
27
年
４
月
14
日
以
降
に
市

　

内
で
住
所
を
移
し
た
人
は
、
前

　

の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す

　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
、
旅
行
、
用
務

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
、

そ
の
ほ
か
法
で
定
め
ら
れ
た
事
由

に
該
当
す
る
人
は
、
期
日
前
投
票

ま
た
は
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１
　
期
日
前
投
票
所
で
の
期
日
前

　
投
票

　
　

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
る
期
間
な
ど
は
、
つ
ぎ
の

　

と
お
り
で
す
。期
日
前
投
票
を

　

す
る
際
に
は
、選
挙
通
知
書（
裏

　

面
記
入
の
上
）
を
持
参
し
て
手

　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
選

　
挙
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場

　
合
で
も
、
期
日
前
投
票
所
で
そ

　
の
旨
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
と
、

　
投
票
で
き
ま
す
）

　

①
期
間　

４
月
20
日
（
月
）
か

　
　

ら
４
月
25
日
（
土
）
ま
で

　

②
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　

午
後
８
時
ま
で

　

③
場
所　

市
役
所
１
階　

１
３

　
　

１
会
議
室
（
東
玄
関
横
）

２
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で

　
の
不
在
者
投
票

　
　

選
挙
期
日
（
４
月
26
日
）
に

　

は
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な

　

る
が
、
選
挙
期
日
前
に
投
票
を

　

行
お
う
と
す
る
日
に
は
い
ま
だ

　

選
挙
権
を
有
し
な
い
人
（
例
え

　

ば
、
選
挙
期
日
に
は
20
歳
を
迎

　

え
る
が
、
選
挙
期
日
前
に
は
い

　

ま
だ
19
歳
で
あ
り
選
挙
権
を
有

　

し
な
い
人
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

　

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
が
、
選
挙
管
理
委
員

　

会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
）
に

　

設
置
す
る
不
在
者
投
票
記
載
所

　

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

３
　
他
の
市
町
村
で
の
不
在
者
投

　
票

　
　

出
張
、
旅
行
な
ど
で
投
票
日

　

ま
で
他
の
市
町
村
に
滞
在
す
る

　

場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

　

投
票
用
紙
を
請
求
し
、
滞
在
地

　

の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

　

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
不
在
者
投
票
用
紙
等
交
付
請

　
　

求
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　
　

す
。
【
天
理
市
→
「
電
子
行

　
　

政
サ
ー
ビ
ス
」
の
「
申
請
書

　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
→
選
挙
管

　
　

理
委
員
会
事
務
局
「
不
在
者

　
　

投
票
用
紙
等
交
付
請
求
書
」

　
　

へ
】

４
　
不
在
者
投
票
指
定
施
設
で
の

　
投
票

　
　

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
、

　

不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
指
定

　

さ
れ
た
施
設
に
入
院
・
入
所
し

　

て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不

　

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

５
　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

　

人
（
法
令
に
定
め
る
一
定
の
障

　

害
の
程
度
に
あ
る
人
に
限
る
）

　

は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便
等
に
よ

　

る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

　

す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵

　

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

　

受
け
、
投
票
日
の
４
日
前
（
４

　

月
22
日
（
水
）
）
ま
で
に
投
票

　

用
紙
な
ど
を
請
求
し
な
け
れ
ば

　

な
り
ま
せ
ん
。
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開
　
　
　
　
　
票

点
字
投
票
と

　
　
　
代
理
投
票

選
挙
通
知
書

投
　
票
　
時
　
間

　

今
回
の
選
挙
に
用
い
る
選
挙
人

名
簿
は
、
平
成
27
年
４
月
18
日
現

在
の
名
簿
で
す
。

◇
年
齢

　

平
成
７
年
４
月
27
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
人

◇
住
所

　

平
成
27
年
１
月
18
日
ま
で
に
住

　

民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
ま
た
は

　

転
入
届
を
し
、
引
き
続
き
住
民

　

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

　

人
◇
市
内
転
居
し
た
人

　

平
成
27
年
４
月
14
日
以
降
に
市

　

内
で
住
所
を
移
し
た
人
は
、
前

　

の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す

　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
、
旅
行
、
用
務

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
、

そ
の
ほ
か
法
で
定
め
ら
れ
た
事
由

に
該
当
す
る
人
は
、
期
日
前
投
票

ま
た
は
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１
　
期
日
前
投
票
所
で
の
期
日
前

　
投
票

　
　

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
る
期
間
な
ど
は
、
つ
ぎ
の

　

と
お
り
で
す
。期
日
前
投
票
を

　

す
る
際
に
は
、選
挙
通
知
書（
裏

　

面
記
入
の
上
）
を
持
参
し
て
手

　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
選

　
挙
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場

　
合
で
も
、
期
日
前
投
票
所
で
そ

　
の
旨
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
と
、

　
投
票
で
き
ま
す
）

　

①
期
間　

４
月
20
日
（
月
）
か

　
　

ら
４
月
25
日
（
土
）
ま
で

　

②
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　

午
後
８
時
ま
で

　

③
場
所　

市
役
所
１
階　

１
３

　
　

１
会
議
室
（
東
玄
関
横
）

２
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で

　
の
不
在
者
投
票

　
　

選
挙
期
日
（
４
月
26
日
）
に

　

は
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な

　

る
が
、
選
挙
期
日
前
に
投
票
を

　

行
お
う
と
す
る
日
に
は
い
ま
だ

　

選
挙
権
を
有
し
な
い
人
（
例
え

　

ば
、
選
挙
期
日
に
は
20
歳
を
迎

　

え
る
が
、
選
挙
期
日
前
に
は
い

　

ま
だ
19
歳
で
あ
り
選
挙
権
を
有

　

し
な
い
人
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

　

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
が
、
選
挙
管
理
委
員

　

会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
）
に

　

設
置
す
る
不
在
者
投
票
記
載
所

　

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

３
　
他
の
市
町
村
で
の
不
在
者
投

　
票

　
　

出
張
、
旅
行
な
ど
で
投
票
日

　

ま
で
他
の
市
町
村
に
滞
在
す
る

　

場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

　

投
票
用
紙
を
請
求
し
、
滞
在
地

　

の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

　

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
不
在
者
投
票
用
紙
等
交
付
請

　
　

求
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　
　

す
。
【
天
理
市
→
「
電
子
行

　
　

政
サ
ー
ビ
ス
」
の
「
申
請
書

　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
→
選
挙
管

　
　

理
委
員
会
事
務
局
「
不
在
者

　
　

投
票
用
紙
等
交
付
請
求
書
」

　
　

へ
】

４
　
不
在
者
投
票
指
定
施
設
で
の

　
投
票

　
　

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
、

　

不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
指
定

　

さ
れ
た
施
設
に
入
院
・
入
所
し

　

て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不

　

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

５
　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

　

人
（
法
令
に
定
め
る
一
定
の
障

　

害
の
程
度
に
あ
る
人
に
限
る
）

　

は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便
等
に
よ

　

る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

　

す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵

　

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

　

受
け
、
投
票
日
の
４
日
前
（
４

　

月
22
日
（
水
）
）
ま
で
に
投
票

　

用
紙
な
ど
を
請
求
し
な
け
れ
ば

　

な
り
ま
せ
ん
。

　
　

な
お
、
自
ら
投
票
の
記
載
を

　

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
法

　

令
で
定
め
る
一
定
の
障
害
の
程

　

度
に
あ
る
人
に
限
る
）
は
、
あ

　

ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に

　

届
け
出
た
人
（
選
挙
権
を
有
す

　

る
人
に
限
る
）
に
、
投
票
に
関

　

す
る
代
理
記
載
を
し
て
も
ら
う

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

　
　

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
　

い
。

　

目
が
不
自
由
な
人
は
、
点
字
を

用
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
身
体
が
不
自
由
で
あ

る
な
ど
の
事
由
に
よ
り
自
ら
投
票

用
紙
に
候
補
者
名
を
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
、
第
三
者
の

立
ち
会
い
の
も
と
代
理
人
が
選
挙

人
に
代
わ
っ
て
記
載
し
ま
す
。　

　

点
字
投
票
・
代
理
投
票
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
投
票
所
で
そ
の
旨

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
通
知
書
は
、
あ
ら
か
じ
め

世
帯
単
位
で
郵
送
し
ま
す
。
こ
の

選
挙
通
知
書
は
投
票
所
な
ど
を
お

知
ら
せ
す
る
一
方
、
投
票
所
の
事

務
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
、

投
票
の
際
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
届
か
な
か
っ
た
り
紛
失

し
た
場
合
、
ま
た
は
投
票
所
へ
持

参
す
る
の
を
忘
れ
た
場
合
は
、
投

票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。

※
選
挙
通
知
書
が
届
い
た
後
に
選

　

挙
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
人
や
、

　

本
人
以
外
の
人
は
、
投
票
が
で

　

き
な
い
だ
け
で
な
く
、
使
用
す

　

る
と
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま

　

す
。

　

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

◇
日
時　

４
月
26
日　

午
後
９
時

　

10
分
か
ら

◇
場
所　

市
立
丹
波
市
小
学
校　

　

体
育
館　

※
参
観
人
が
多
数
で
、
会
場
内
の

　

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

　

先
着
順
で
入
場
制
限
を
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

◆問い合わせ　選挙管理委員会（☎内線454）へ

、 、



光あふれ、心はずむ春、さあ新学期が始まります

　光あふれる春に心がはずみます。幼稚園・こども園・学
校では、「心豊かでたくましい『天理っ子』の育成」を目指し
て、平成 27 年度の新学期がスタートします。

学校教育課（☎内線 520）

　

子
ど
も
た
ち
が
、
園
や
学
校
で

の
生
活
リ
ズ
ム
に
早
く
慣
れ
る
よ

う
に
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
特

に
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や
新
し

い
生
活
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て

も
、
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を

も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、新
し
い
環
境
に
な
じ
み
、

安
心
し
て
登
園
・
登
校
で
き
る
よ

う
に
、
通
園
・
通
学
路
を
一
緒
に

歩
い
て
み
た
り
、
学
用
品
類
を
一

緒
に
整
え
た
り
す
る
な
ど
、
新
学

期
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

各
校
園
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、
創
意
工

夫
と
特
性
を
生
か
し
た
「
魅
力
あ

る
園
・
学
校
づ
く
り
」を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
「
遊

び
」は
重
要
な
学
び
の
場

～
豊
か
に
感
じ
て
　
生
き
生
き
活
動
～

　

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
は
学
校
教

育
の
始
ま
り
で
す
。

　

幼
児
は
、体
を
動
か
し
た
り
、自

然
と
か
か
わ
っ
た
り
、
表
現
し
た

り
す
る
な
ど
、
園
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
遊
び
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
、
身
に
付
け
て
い
き

ま
す
。友
だ
ち
と
思
い
っ
き
り
遊

ぶ
こ
と
で
、自
分
で
考
え
、行
動
す

る
力
や
創
造
性
が
豊
か
に
な
り
ま

す
。

　

各
園
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
の
発
達
に
必
要
な
経
験
を
見

通
し
て
、
綿
密
な
計
画
と
指
導
に

よ
り
、
豊
か
な
遊
び
を
生
み
出
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

喜
び
を
保
護
者
と
共
有
し
、
と
も

に
育
ち
合
う
こ
と
を
目
指
し
て
、

子
育
て
相
談
や
預
か
り
保
育
を
充

実
さ
せ
、
魅
力
あ
る
園
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

確
か
な
学
力
と
た
く
ま
し
い

心
身
の
育
成

～
明
日
に
向
か
う
自
立
心
を
～

　

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学

習
習
慣
を
確
立
し
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
指
導
方
法
や
学
習
形

態
の
工
夫
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
「
分
か
る
喜
び
・
楽
し

さ
」
を
実
感
で
き
る
授
業
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性

や
主
体
性
を
高
め
る
た
め
に
、
魅

力
あ
る
学
校
行
事
や
体
験
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な

体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊

か
に
し
、
自
分
自
身
の
特
性
や
よ

さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
互
い
の

が
ん
ば
り
を
認
め
合
い
、
一
人
ひ

と
り
を
つ
な
ぐ
集
団
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

学
び
の
連
続
性
を
大
切
に

～
幼
小
連
携
、
小
中
連
携
の
充
実
～

　

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
か
ら
小
学

校
へ
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
、

子
ど
も
の
「
学
び
」
と
「
育
ち
」

は
連
続
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育

で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
を
小
学

校
教
育
に
つ
な
ぎ
、
小
学
校
で

培
っ
た
学
習
習
慣
や
学
習
規
律
を

中
学
校
に
接
続
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
の
発
達
の
連
続
性
を
保
証

し
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
、
意
欲
的
に
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
各
校
園
で
は
、

交
流
行
事
の
機
会
を
設
け
る
と
と

も
に
、
教
員
同
士
の
交
流
や
合
同

研
修
会
、
相
互
授
業
（
保
育
）
参

観
な
ど
を
行
い
、
連
携
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り

～
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
、
協
働
～

  　

子
ど
も
た
ち
は
、
人
と
人
が
つ
な

が
り
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
社
会

の
中
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い
き
ま

す
。
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む

た
め
に
は
、家
庭
や
地
域
と
の
連
携
、

協
働
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
内
の
全
小
中
学
校
で
は
、「
学

校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」

に
取
り
組
み
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚

し
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
地
域
全
体
で
教
育
力
を
高
め
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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子
ど
も
た
ち
が
、
園
や
学
校
で

の
生
活
リ
ズ
ム
に
早
く
慣
れ
る
よ

う
に
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
特

に
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や
新
し

い
生
活
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て

も
、
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を

も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、新
し
い
環
境
に
な
じ
み
、

安
心
し
て
登
園
・
登
校
で
き
る
よ

う
に
、
通
園
・
通
学
路
を
一
緒
に

歩
い
て
み
た
り
、
学
用
品
類
を
一

緒
に
整
え
た
り
す
る
な
ど
、
新
学

期
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

各
校
園
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、
創
意
工

夫
と
特
性
を
生
か
し
た
「
魅
力
あ

る
園
・
学
校
づ
く
り
」を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
「
遊

び
」は
重
要
な
学
び
の
場

～
豊
か
に
感
じ
て
　
生
き
生
き
活
動
～

　

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
は
学
校
教

育
の
始
ま
り
で
す
。

　

幼
児
は
、体
を
動
か
し
た
り
、自

然
と
か
か
わ
っ
た
り
、
表
現
し
た

り
す
る
な
ど
、
園
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
遊
び
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
、
身
に
付
け
て
い
き

ま
す
。友
だ
ち
と
思
い
っ
き
り
遊

ぶ
こ
と
で
、自
分
で
考
え
、行
動
す

る
力
や
創
造
性
が
豊
か
に
な
り
ま

す
。

　

各
園
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
の
発
達
に
必
要
な
経
験
を
見

通
し
て
、
綿
密
な
計
画
と
指
導
に

よ
り
、
豊
か
な
遊
び
を
生
み
出
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

喜
び
を
保
護
者
と
共
有
し
、
と
も

に
育
ち
合
う
こ
と
を
目
指
し
て
、

子
育
て
相
談
や
預
か
り
保
育
を
充

実
さ
せ
、
魅
力
あ
る
園
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

確
か
な
学
力
と
た
く
ま
し
い

心
身
の
育
成

～
明
日
に
向
か
う
自
立
心
を
～

　

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学

習
習
慣
を
確
立
し
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
指
導
方
法
や
学
習
形

態
の
工
夫
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
「
分
か
る
喜
び
・
楽
し

さ
」
を
実
感
で
き
る
授
業
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性

や
主
体
性
を
高
め
る
た
め
に
、
魅

力
あ
る
学
校
行
事
や
体
験
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な

体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊

か
に
し
、
自
分
自
身
の
特
性
や
よ

さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
互
い
の

が
ん
ば
り
を
認
め
合
い
、
一
人
ひ

と
り
を
つ
な
ぐ
集
団
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

学
び
の
連
続
性
を
大
切
に

～
幼
小
連
携
、
小
中
連
携
の
充
実
～

　

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
か
ら
小
学

校
へ
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
、

子
ど
も
の
「
学
び
」
と
「
育
ち
」

は
連
続
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育

で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
を
小
学

校
教
育
に
つ
な
ぎ
、
小
学
校
で

培
っ
た
学
習
習
慣
や
学
習
規
律
を

中
学
校
に
接
続
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
の
発
達
の
連
続
性
を
保
証

し
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
、
意
欲
的
に
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
各
校
園
で
は
、

交
流
行
事
の
機
会
を
設
け
る
と
と

も
に
、
教
員
同
士
の
交
流
や
合
同

研
修
会
、
相
互
授
業
（
保
育
）
参

観
な
ど
を
行
い
、
連
携
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り

～
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
、
協
働
～

  　

子
ど
も
た
ち
は
、
人
と
人
が
つ
な

が
り
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
社
会

の
中
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い
き
ま

す
。
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む

た
め
に
は
、家
庭
や
地
域
と
の
連
携
、

協
働
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
内
の
全
小
中
学
校
で
は
、「
学

校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」

に
取
り
組
み
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚

し
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
地
域
全
体
で
教
育
力
を
高
め
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。４月６日（月）

　　　　始業式
４月８日（水）
　　　　小学校入学式
４月９日（木）
　　　　中学校入学式
４月 10日（金）
　　　　幼稚園・こども園入園式

天理市総合計画審議会
後期基本計画案を答申

奈良県と連携して滞納整理
業務をさらに強化します

　２月 25 日（水）、市役所において、天理市総合
計画審議会が開かれ、村田武一郎会長（帝塚山大
学教授）から並河市長に第５次総合計画後期基
本計画案が答申されました。
　これは、平成 22 年度に策定された前期基本計
画を受けて平成 27 年度から平成 32 年度までの
まちづくりの指針となる後期基本計画につい
て、昨年から審議されていた結果をまとめたも
のです。
　並河市長は「これまでの活発なご議論に感謝
します。今後、市民の皆様に喜んでいただくため
に、本計画を着実に実行していきたい。」と述べ
ました。

　４月から１年間、「滞納整理業務」を奈良県と
連携し協同徴収事業を行います。この事業は奈
良県税務課より２人の職員派遣を受け、市県民
税滞納者を中心に調査と滞納整理を行っていき
ます。派遣期間中は預貯金・給与などの財産調
査を行い、判明した財産は積極的に差押を行う
など、徴収業務を強化します。

　「差押」とは
　
　滞納処分による「差押」とは、地方税法・国税
徴収法に定められており、滞納者の意志に関係
なく執行されます。差押えた滞納者の不動産（家
屋・土地など）の公売や債権（預貯金・給与など）
の取立を行い、税金や督促手数料、延滞金を徴収
します。

収税課（☎内線202・205） 総合政策課 企画室（☎内線463）
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第47回市民体育

大会成績 ⑪ 

スポーツ振興課（☎内線 551）

駅
伝
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
競
技 

　
▼
ロ
ー
ド
レ
ー
ス 

１
．
５
ｋ
ｍ

　　
（
小
学
生
１
・
２
年
生
男
子
）

①
小
林
歩
夢　

②
島
谷
拓
和

③
平
川
由
季
也 

 
 

　　
（
小
学
生
１
・
２
年
生
女
子
）　

①
西
村
香
音

　　
（
小
学
生
３
・
４
年
生
男
子
）

①
山
和
大
希　

②
岡
本
陽
輔

③
阿
部
友
唯 

　
　
　
　

 

　　
（
小
学
生
３
・
４
年
生
女
子
）

①
辻　

愛
永　

②
小
島
優
依

③
波
多
野
真
由 

　▼
ロ
ー
ド
レ
ー
ス 

２
．
５
ｋ
ｍ

　
　
　
（
小
学
生
５
・
６
年
生
男
子
）

①
庄
司
康
人　

②
辻　

大
輝

③
北
丸
凌
士

 
 

 

　
　

　
（
小
学
生
５
・
６
年
生
女
子
）

①
川
島
真
夕　

②
岸
江
凌
佳

③
平
野
菜
々 

 

　　
（
中
学
生
男
子
） 

①
小
島
翔
之　

②
西
田
丈
訓 

③
杉
田
敬
一 

 

　　
（
中
学
生
女
子
）

①
仲　

優
姫　

②
南
谷
望
日

③
岡
本
律
子 

　▼
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
５
ｋ
ｍ

　
　

　
（
40
～
49
歳
男
子
） 

①
西
口
尚
德　

②
西
田
裕
亮 

③
北
浦
利
郎

　　
（
60
歳
以
上
男
子
）

①
笠
松
吉
春　

②
坂
川
八
郎 

　
▼
駅
伝
の
部
10
ｋ
ｍ

　
　
　

(

小
学
生
５
・
６
年
生
男
子)

①
天
理
選
抜
チ
ー
ム

　　

(

小
学
生
５
・
６
年
生
女
子)

①
天
理
選
抜
チ
ー
ム

　　
（
中
学
生
男
子
）

①
南
中
学
校

　▼
駅
伝
の
部
15
ｋ
ｍ

　
　
（
一
般
男
子
）　 

①
み
や
ぎ
・
ザ
・
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ

②
天
消
５
の
１ 

 
 

　

▼
駅
伝
の
部
フ
リ
ー
10
ｋ
ｍ 

　
①
天
理
中
学
校

　
　

 
 

 
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　▼
中
学
生
男
子
の
部

　①
西
中
学
校

②
南
中
学
校 

③
天
理
中
学
校

　▼
中
学
生
女
子
の
部

　①
南
中
学
校

②
西
中
学
校 

③
天
理
中
学
校

　
　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技

　▼
高
校
生
男
子
の
部

　

 ①
天
理
高
校
Ａ　

②
天
理
高
校
Ｂ

③
天
理
高
校
Ｃ　

③
天
理
高
校
Ｄ

　▼
高
校
生
女
子
の
部

　
　
　

①
天
理
高
校
Ａ　

②
天
理
高
校
Ｂ

　▼
一
般
男
子
の
部

　①
天
理
大
学
Ａ　

②
天
理
大
学
Ｂ

③
親
里
ク
ラ
ブ　

③
養
徳
ク
ラ
ブ

　▼
一
般
女
子
の
部

　
　
①
天
理
大
学
Ａ　

②
天
理
大
学
Ｂ

③
親
里
ク
ラ
ブ　

③
養
徳
ク
ラ
ブ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
名
義
貸
し

知っておきたい

くらしの知識

【
相
談
】１
カ
月
前
に
、
出
会
い
系

サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
女
性
か

ら
、
よ
い
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
る
と

誘
わ
れ
、
待
ち
合
わ
せ
の
喫
茶
店

に
行
っ
た
。女
性
で
は
な
く
男
性

２
人
が
い
て
、本
人
確
認
の
た
め
、

運
転
免
許
証
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
撮
影
さ
れ
た
。携
帯
シ
ョ
ッ
プ

に
連
れ
て
行
か
れ
、「
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
４
台
分
の
契
約
を
し
て
く

れ
。１
台
契
約
す
る
と
２
万
円
渡

す
」と
言
わ
れ
た
。学
生
で
あ
っ
た

た
め
、
分
割
払
い
が
可
能
な
２
台

分
の
契
約
に
な
っ
た
。男
性
が
シ

ョ
ッ
プ
の
入
口
で
待
っ
て
い
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
受
け
取
っ
た

契
約
書
も
す
べ
て
手
渡
し
て
し
ま

っ
た
。謝
礼
は
後
で
渡
す
と
言
わ

れ
た
が
、連
絡
が
付
か
な
い
。携
帯

電
話
会
社
か
ら
請
求
書
が
届
く
よ

う
に
な
っ
た
。支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
機
種
の
代
金
や
通
信
料
は
、
誰

が
使
用
し
た
と
し
て
も
、
契
約
者

が
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。持
ち
去
っ
た
人
は
名
前
も

行
方
も
わ
か
ら
ず
、
実
際
に
探
し

出
し
、
料
金
を
請
求
す
る
こ
と
は

と
て
も
難
し
い
で
す
。

　

解
約
を
す
る
に
は
高
額
な
解
約

料
を
支
払
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

支
払
わ
ず
に
放
っ
て
お
く
と
、
自

身
が
使
っ
て
い
る
携
帯
電
話
が
使

え
な
く
な
っ
た
り
、
新
し
い
契
約

が
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。携
帯
電
話
の
契
約

だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
ン
を
組
む
こ

と
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
新

し
く
契
約
す
る
こ
と
も
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
者
に
は
、
手
渡
し
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
停
止
を
直
ち

に
行
う
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。一

括
で
解
約
料
と
機
種
の
代
金
を
支

払
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
、
こ
の
ま
ま
分
割
で
支
払
う
こ

と
に
な
る
と
伝
え
ま
し
た
。

　

他
人
に
渡
し
た
携
帯
電
話
な
ど

で
犯
罪
が
起
き
れ
ば
、
契
約
者
も

罪
に
問
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
名
義
貸

し
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

市役所地下消費生活センター
（☎内線770・785／毎週月～金曜
10時～12時／12時45分～16時／
祝日は休み）
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図書館へようこそ

市立図書館(☎63-0739／ FAX63-3911)

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　１　２　３　４
５　６　７　８　９　10　11
12　13　14　15　16　17　18
19　20　21　22　23　24　25
26　27　28　29　30

４ は
休
館
日(

24
日
は
館
内
整
理

の
た
め
休
館)

子どもに対するおはなし会
４月11日（土）
４歳～小１：10時 30分～ 11時
小２～　　：11時 10分～ 11時 40分
おはなしの部屋　各回先着50人

「子ども読書の日」のおはなし会（４月26日（日））
については、29ページをごらんください。

今月のイベント

４月８日（水）
柳本公民館　　　　14：00～ 15：00
西長柄公民館　　　15：30～ 16：30
４月15日（水）
パストラーレ天理 　　14：30～ 15：30
天理団地　　　　  16：00～ 16：30
４月22日（水）
二階堂小学童保育所前　15：00～ 15：30
トーメン団地星塚会館　 16：00～ 16：30

移動図書館

今月の新着
一般書 『あの日生まれた命』

NHKスペシャル「あの日生まれた命」取材班編（ポプラ社）

児童書 『うめぼしさん』
かんざわとしこ文　ましませつこ絵（こぐま社）

　東日本大震災で多くの人々が犠牲になったあの日、
被災地では多くの新しい命が誕生していた。あれから
4 年、震災の日に生まれた子どもと家族の姿を追う
.....。

　「うめぼしさん あかい かおして しわ よって く
ちに いれたら すっぱくて…」
　うめぼしのできるまでが、歌うような文と和紙の貼
り絵で、愛らしく元気いっぱいに描かれた絵本。

・日本考古学百景 －戦前の絵葉書にみる遺跡と遺物－ 平田　健編

・釜石の奇跡　－どんな防災教育が子どもの“いのち”を救えるのか?－ NHKスペシャル取材班
・捏造の科学者　－STAP細胞事件－　 　　　 須田　桃子
・ハンドメイドのお財布BOOK　－お財布づくりはこの一冊でOK!－　日本ヴォーグ社編

・ニンジンでトロイア戦争に勝つ方法　上下　　 レベッカ・ラップ
・パリの美術館で美を学ぶ　－ルーブルから南仏まで－　 布施　英利
・奈良大和路茶の湯逍遙 　　　 神津　朝夫
・地下の鳩 　　　　　　　　　　 西　加奈子 
・桑港特急 　　　　　　　　　　 山本　一力
・ぼくは眠れない 　　　　　　　 椎名　誠

・ぼくのまちをつくろう ! 　　　 スギヤマカナヨ絵

・おばあちゃんからライオンをかくすには　　　 ヘレン・スティーヴンズ絵

・トヤのひっこし　　　　　　　　　　バーサンスレン・ボロルマー絵

・ご当地電力はじめました ! 　　　  高橋　真樹
・万次郎　－地球を初めてめぐった日本人－　　 　　岡崎　ひでたか
・玉の図鑑　 　　　　　　　　　　 森戸　祐幸
・大津波のあとの生きものたち 　　　 永幡　嘉之写真・文

・ラッコのひみつ 　　　　　　　池田　菜津美等

・わたしの心のなか 　　　　　　　シャロン・M. ドレイパー
・アラスカの小さな家族 　　　　　　　カークパトリック・ヒル

天理警察署（☎62-0110）

天理安全ニュース

◇
交
通
事
故
発
生
状
況
◇

◎
人
身
事
故

　

平
成
26
年
中
県
内
に
お
い
て
は

発
生
件
数
・
死
傷
者
と
も
に
前
年

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

・
発
生
件
数　

５
、
８
６
８
件

・
死
者
数　
　
　
　
　
　

45
人

・
負
傷
者
数　

７
、
４
７
４
人

　

天
理
市
内
に
お
い
て
も
、
発
生

件
数
・
死
傷
者
と
も
に
前
年
よ
り

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
発
生
件
数　
　
　

３
６
８
件

・
死
者
数　
　
　
　
　
　

３
人

・
負
傷
者
数　
　
　

６
１
０
人

　

発
生
件
数
・
死
傷
者
数
と
も
に

前
年
と
比
べ
増
加
し
ま
し
た
が
、

死
者
数
は
平
成
元
年
以
降
、
最
も

少
な
か
っ
た
前
年
に
次
い
で
２
番

目
に
少
な
い
人
数
で
す
。

☆
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
が
安

　

全
運
転
を
心
が
け
る
こ
と
に
よ

　

り
交
通
事
故
の
発
生
を
１
件
で

　

も
減
少
さ
せ
、
日
本
一
安
全
で

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
奈
良
の
実

　

現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

◎
飲
酒
運
転

　

前
年
と
比
べ
、
件
数
は
増
加
し

死
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

・
発
生
件
数
71
件

・
死
者
数　

６
人

☆
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
ご
家

　

庭
で
も
話
し
合
い
、
飲
酒
当
日

　

は
車
の
鍵
を
家
庭
で
預
か
る
な

　

ど
、
飲
酒
運
転
防
止
の
ル
ー
ル

　

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故

　

前
年
と
比
べ
、
発
生
件
数
と
負

傷
者
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
死

者
数
は
減
少(

21
人)

し
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
の
死
者
数
は
全
死
者
数

の
半
分
を
占
め
、
前
年
よ
り
減
少

し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
高
い

構
成
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
死
者
は
、
男
性
、
女

性
と
も
に
歩
行
者
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
負
傷
者
は
、
男

性
は
四
輪
車
運
転
者
が
多
く
、
女

性
は
四
輪
車
同
乗
者
と
原
付
車
運

転
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
男
性
は
安
全
運
転
を
心
が
け
、

　

女
性
は
運
転
者
に
声
か
け
を

　

し
、
と
も
に
安
全
確
認
し
ま
し

　

ょ
う
。

交
通
事
故
の
な
い

　

や
す
ら
ぎ
の　

大
和
路
づ
く
り



児童扶養手当・

特別児童扶養手当

について

児童福祉課・社会福祉課

　
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父（
母
）と

生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
ま

た
は
重
度
の
障
害
の
あ
る
父（
母
）

の
い
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

な
ど
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

次
の
支
給
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人

は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
児
童
と
は
、
18
歳
の
誕
生

日
以
降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

人
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の
障

害
が
あ
る
人
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

◇
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
（
離
婚
な

　
ど
）し
た
後
、父（
母
）と
生
計
を

　
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父（
母
）が
一
定
の
障
害
状
態
に

　
あ
る
児
童

③
父（
母
）が
死
亡
し
た
児
童

④
父（
母
）か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ

　
れ
て
い
る
児
童

⑤
父（
母
）が
引
き
続
き
１
年
以
上

　
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父（
母
）の
生
死
が
明
ら
か
で
な

　
い
児
童

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

　
児
童

⑧
父
、
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児

　
童

⑨
父（
母
）が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

　
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

◇
手
当
月
額
（
４
月
よ
り
手
当
額

　
が
変
更
さ
れ
ま
す
）

　
所
得
制
限
に
よ
っ
て
、
次
の
い

　
ず
れ
か
の
額
に
な
り
ま
す
。

☆
児
童
が
４
人
以
上
の
場
合
は
、

　
１
人
増
え
る
ご
と
に
３
、
０
０

　
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

☆
た
だ
し
、
所
得
が
限
度
以
上
あ

　
る
場
合
、
ま
た
は
年
金
を
一
定

　
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は

　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

☆
手
当
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
が
、

　
手
続
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
児
童
福
祉
課
（
☎

　
内
線
２
１
８
）へ

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳

未
満
の
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重

度
・
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
、
あ
る

い
は
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。た
だ
し
、所
得
が

限
度
額
を
超
え
る
場
合
な
ど
、
受

給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
要
件
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
手
当
月
額
（
４
月
よ
り
手
当
額

　
が
変
更
さ
れ
ま
す
）

児
童
の
障
害
の
程
度
に
よ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
額
に
な

り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課
（
☎

　
内
線
７
８
６
）へ

　オゾン層の破壊と地球温暖化の原因となるフロン
類の排出抑制を一層強化するため、『フロン回収・破
壊法』が改正され、フロン類の製造、使用、廃棄に至る
包括的な規制措置を講じる「フロン排出抑制法」とな
りました。
　改正により、フロン類が冷媒として使用されてい
る業務用エアコン・冷凍冷蔵機器の管理者（機器の
所有者など）には、冷媒漏えい防止のための機器の点
検、漏えい時の修理、修理なしでの充填の原則禁止、
機器整備の結果の記録・保存などが義務付けられま
す。また、一定量以上の冷媒の漏えいがある場合に
は、毎年度、国への漏えい量報告が必要となります。
　
　詳しくは環境省ホームページをご覧ください。

平成27年４月１日より
フロン排出抑制法が施行されます　　

環境政策課 環境企画係（☎内線269）

じゅうてん

　４月 10 日から５月 10 日までの１カ月間、山火事
予防運動を実施します。
　期間中消防署では、山林防火パトロール、巡回広
報などを実施します。市民の皆さまも貴重な自然を
火災から守るために次の事に注意して下さい。

「火の用心」のポイント

・枯れ草などのある火災が起こりやすい場所では、
　たき火をしないこと。
・たき火など火気の使用中はその場所を離れず、使
　用後は完全に消火すること。
・強風時、乾燥時には、たき火、火入れをしないこ
　と。
・火入れを行う際、許可は必ず受けること。
・たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは
　必ず消すとともに、投げ捨てないこと。

天理消防署（☎62-3322）

伝えよう　森の大事さ　火の怖さ 

天理市広報　町から町へ　2015.4 　  16

　区分　　全部支給　　一部支給

　
児童１人　42,000 円

児童２人　47,000 円

児童３人　50,000 円
　

　

9,910 ～
41,990 円
14,910 ～
46,990 円
17,910 ～
49,990 円

障害
　

程度

児童１人
あたりの
月額

１級　 51,100円

２級　 34,030円



市の特産品を
奈良ホテルでＰＲ

２

３

かがやき
フェスティバル

２

７

　市職員と市内業者による特産品
の商品宣伝と販売会が奈良ホテル
で開かれました。
　県内市町村では初の試みで、ホ
テルへの来訪者が立ち寄り、商品
の説明を聞きながら品定めをして
いました。

　櫟本小学校で「はにわ祭り」が行われました。北
中学校の吹奏楽部の演奏の後に火入れ式があり、５
年生が制作した埴輪 57 個の焼きこみがありました。
　焼きあがった埴輪は、７月に開催される灯火会の
キャンドルとして使われます。

櫟本はにわ祭り
２

７

　かがやきフェスティバルが文化
センターで開催されました。
　前半は、しゃん・ふうによる二胡
演奏があり、後半は、演出家の妹尾
和夫氏による講演がありました。
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　近鉄天理線開業100周年を
記念して「天理フェスタ2015」
のイベントが開催されました。
　記念入場券の販売には鉄道
ファンの長蛇の列ができまし
た。また、鉄道模型や車掌体
験には、どの子も目を輝かせ
て模型を動かしていました。

天理線100周年記念
２

７

にこ

せのお



復元氷室に氷入れ
２

11

　白川ダムグラウンドで、市民体育
大会の駅伝・ロードレース競技が行
われました。あいにくの雨の中、ダ
ム周辺を疾走するランナーに観客が
大きな声援を送っていました。

　福住町の復元氷室で氷ま
つりが催され、30キロもあ
る氷が３トン分、氷室の中
に入れられました。
　この日、貯蔵した氷は、
７月20日の海の日に取り出
されます。

大和神社で御田植祭
２

10
　大和神社で、五穀豊穣を願う御田植祭が
催されました。
　南中学校の男子生徒らが田男、馬子、牛
役になって所作を行った後、小学校６年生
の女子が松苗を使って田植えを行いました。

認知症を学ぶ
２

12･13
　認知症をより身近な問題として理解する
ため、市立西中学校で「認知症サポーター
養成講座」が開かれました。
　認知症全般についての説明に続き、生徒
らが認知症患者をあつかった寸劇を披露し、
優しく接する大切さを学びました。

寒さの中 ランナー快走
２

８
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「古墳のまち天理」
　講演会

天理ライオンズ50周年記念イベント
２

15

　冬の文化財展「古墳のまち天理」の開催に合わ
せ、文化センターで文化財講演会が開かれました。
　大和古墳群の出土遺物から古墳の成立や変遷な
どについて説明があり、古代天理についての考察
などが紹介されました。

てくてくてんり「冬」
２

15
　てくてくてんり「冬」スポーツのまち天理で
ノルディックが開催されました。
　全日本ノルディックウォーク連盟の協力のも
と、参加者は天理の景色を楽しみ、心も体もリ
フレッシュしていました。

　天理ライオンズクラブ 50 周年記念イベントが、市民会館で開催されました。
　第 1部の「チャーリー西村のおもしろサイエンスショー」では科学の不思議に魅了されました。
第２部では、国際戦略アナリスト青山繁晴氏による情熱的な講演がありました。

不登校を考える集い
　「第 14 回不登校を考えるつどい」が市教育
総合センターで開かれました。
　京都教育大学の内田教授が「期待とあきら
めの心理～親と子の関係をめぐる教育臨床～」
をテーマに講演し、参加者からも悩みや質問
が出されました。

２

15

２

14

19　　　天理市広報　町から町へ　2015.4



￥

65歳 昭和25年４月２日生～昭和26年４月１日生  

70歳 昭和20年４月２日生～昭和21年４月１日生  

75歳 昭和15年４月２日生～昭和16年４月１日生  

80歳 昭和10年４月２日生～昭和11年４月１日生  

85歳 昭和５年４月２日生～昭和６年４月１日生  

90歳 大正14年４月２日生～大正15年４月１日生  

95歳 大正９年４月２日生～大正10年４月１日生  

100歳 大正４年４月２日生～大正５年４月１日生

天南ドルフィンズ
近畿大会出場

２

19

ＮＨＫラジオの公開生放送
２

25

　第 39 回近畿ミニバスケットボール交
歓大会に出場する天南ドルフィンズの選
手･関係者が、近畿大会出場報告のため、
並河市長らを表敬訪問しました。

　ＮＨＫのラジオ番組「ここはふ
るさと旅するラジオ」の公開生放
送が天理大学構内でありました。
　ふるさとメッセージとして、柳
本もてなしのまちづくり会と天理
シティーオーケストラから、それ
ぞれの活動内容を全国に向けＰＲ
しました。

環境連絡協議会 設立
２

20
　環境の保全と創造に取り組む、天理市環
境連絡協議会の設立総会が、市役所で開か
れました。

高井病院に
タニタ食堂オープン

２

25
　社会医療法人高清会・高井病院
の西館１階に、「タニタ食堂」が県
内で初めてオープンしました。
　高清会は、市立メディカルセン
ターの指定管理者で、高井理事長
は「予防医療の観点から地域の健
康増進に役立てていきたい」と述
べられました。

車イス寄贈
２

25
　イオンタウン天理
同友店会の山田会長
から、市社会福祉協
議会に車イスが寄贈
されました。
　この車イスは、「車
イス貸出事業」の貸
出物品として高齢者
の外出時などに利用
されます。
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接種可能期間

予防接種を受けましょう

健康推進課（☎内線777）

料金　対象月齢内は無料
持ち物　母子手帳・予診票（予診票がない場合は保健センター、または医療機関にもあります）
☆接種方法の詳細については、予防接種の綴りや市ホームページでご確認ください。

定期予防接種

高齢者肺炎球菌ワクチン　
対象者　
①右の表の年齢にあたる人
②60歳～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能などに障害があり、日常生活に著しく支障をきたす人
☆医者の証明書が必要ですので、事前に用紙を取りに来てください。
☆接種対象者には「高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種案内兼受診券」のはがきで案内します。
接種回数　1回     
料金　2,500円（自己負担分）生活保護の方は無料（医療機
　関窓口で保護世帯受給票を提示してください）
接種期間　平成27年４月１日～平成28年３月31日 
☆期間内に接種されなかった人は、その後の接種は全額
　自己負担になります。また、過去に肺炎球菌ワクチン
　（ニューモバックス）を接種したことがある人は対象
　外です。     
持ち物　健康保険証、送付された案内はがき

◎共通
・事前予約が必要です
・市外・県外の医療機関で予防接種を受ける場合は事前
　に申請が必要ですので、保健センターまでおこしくだ
　さい。

接種するワクチン
（予防する病気）

　Ｂ Ｃ Ｇ

ＭＲ二種混合
（麻疹・風疹）

日本脳炎

４
歳
５
歳
６
歳
７
歳
８
歳
９
歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

14
歳

15
歳

３
カ
月

７
カ
月

９
カ
月

１
歳
２
歳
３
歳

（　　　　）
Ⅱ期Ⅰ期

８
カ
月

２
カ
月

５
カ
月

17
歳

16
歳

４種混合
ジフテリア 百日咳

破傷風 不活化ポリオ

ヒブワクチン

不活化ポリオ

小児用肺炎球菌
ワクチン

水痘ワクチン

子宮頸がん
予防ワクチン

接種対象年齢表

つづ

ＤＴ二種混合 Ⅱ期

65歳 昭和25年４月２日生～昭和26年４月１日生  

70歳 昭和20年４月２日生～昭和21年４月１日生  

75歳 昭和15年４月２日生～昭和16年４月１日生  

80歳 昭和10年４月２日生～昭和11年４月１日生  

85歳 昭和５年４月２日生～昭和６年４月１日生  

90歳 大正14年４月２日生～大正15年４月１日生  

95歳 大正９年４月２日生～大正10年４月１日生  

100歳 大正４年４月２日生～大正５年４月１日生

平成27年度中の対象者

望ましい年齢

Ⅰ期 Ⅱ期 （就学前の１年間）
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みんなの保健
健犬　　 すこたら侍

毎月 10 日は、天理市健康づくりの日

健犬　　 すこたら侍

５月の行事予定　　  ◆申込み・問い合わせ・場所　健康推進課＜保健センター＞（☎内線777）へ

　乳幼児健康診査　　　

　４カ月児健診　  　　　　　　　　日　程　19 日（火）
　受付時間 13 時～ 14 時　　　　　　対　象　平成 26 年 12 月 16 日～平成 27 年１月７日生　  　　  
　　　　　　　　　　　　 　　　　 内　　容  身体計測、医師診察、栄養・育児相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　持 ち 物　母子健康手帳、健康アンケート、バスタオル

　10 カ月児健診　　　 　　　　　　日　程　11 日（月）　　      
　受付時間 ８時 45 分～９時 30 分　 対　象　平成 26 年６月 20 日～７月８日生
　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　容　身体計測、医師診察・指導、育児相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　持 ち 物　 母子健康手帳、健康アンケート、バスタオル

　１歳９カ月児健診　　　　　　　　日　程  ７日（木）　　　    
　受付時間 ８時 45 分～９時 30 分　 対　象　平成 25 年８月５日～８月 18 日生
　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　容　身体計測、医師診察、栄養・育児相談・歯磨き指導、歯科健診・相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　持 ち 物　 母子健康手帳、健康アンケート、使用中の歯ブラシ（子ども用・仕上げみがき用）

　２歳児歯科健診　　　　　　　　　日　程　14 日（木）
　　受付時間 ① ９時～ 　　　　　　　　　　対　象　平成 25 年２月生 (左記以外の２歳３ヵ月～３歳未満であれば申込可) 

　　　　　  ②10 時～（申込予約制）内　　容　 歯科診察・指導、フッ化物塗布、育児相談　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　持 ち 物　 母子健康手帳、健康アンケート、コップ、使用中の歯ブラシ（子ども用・仕上げみがき用）　

　３歳児健診　        　　　　　　 日　程　21 日（木）
　受付時間 ８時 45 分～９時 30 分　 対　象　平成 24 年２月 18 日～３月 16 日生
　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　容　 身体計測、医師診察、栄養・育児相談・歯科健診・相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　持 ち 物　母子健康手帳、健康アンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※ 出かける前の尿を容器に入れ、ご持参ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目と耳の検査は家で行ってきてください。

注意事項　
・すべて終了するまで２時間ほどかかります。　　
・発熱や発疹などの症状、及び過去1カ月以内に感染症にかかったお子さんは保健センターへお問い合わせ下さい。
・事業の実施２時間前に警報が出た場合は事業を中止します。

　
　こんにちは赤ちゃん訪問事業
　
　生後４カ月になるまでの赤ちゃんのいるお宅を民生児童委員が訪問します。（妊娠届や出生届時に同意のある人のみ）

　
　成人保健

　胃・胸部（結核・肺がん）・大腸がん・セット検診
　対　象　40 歳以上  
　日　時　21 日（木）申込予約制／受付時間　９時～ 10 時　　　　　　　　　　　　　  
　持ち物　健康手帳（お持ちでない人は当日発行）
　料　金　胃検診900円・胸部検診200円・かくたん検査（希望により）450円・大腸がん検診500円（70 歳以上の人・生活保護受給者は無料）

　注意事項　胃検診は、胃腸の手術をした人、治療中の人、バリウムの服用に対してアレルギー反応のある人、　
　　　　　　自分の力で立って姿勢の保持ができない人は受けられません。
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　５月 天理市立休日応急診療所　（☎63-3257）

診療科目　内科・小児科　　
診療日時　３日（日）、４日（月）、５日（火）、６日（水）、10 日（日）、17 日（日）、24 日（日）
　　　　　31 日（日）／ 10 時～ 16 時
持 ち 物　健康保険証、後期高齢者医療被保険者証（75歳以上の人）、受給資格証（福祉医療
　　　　　制度の対象者）　

乳がん検診（２年に１回の検診です）
対　象　30 歳以上の人
場　所　市立メディカルセンター・高井病院・その他の県内医療機関３施設でも受診可
　　　　高井病院で受診の場合は精密医療機関も高井病院となります。
申込み　各医療機関へ電話で予約してから受診ください。
内　容　視触診、マンモグラフィー
料　金　2,000 円～ 2,500 円
注意事項　生理一週間前の受診はお控えください。また、乳房内に人工物が入っている人、また、心臓ペースメー
　　　　　カーを装着している人は原則受診できません。

子宮がん検診（２年に１回の検診です）
対　象　20 歳以上の人
場　所　市立メディカルセンター、高井病院、蔵本医院、その他県内指定医療機関
申込み　各医療機関へお問い合わせください。
内容及び料金　①頸部細胞診、内診 2,000 円
　　　　　　　②頸部細胞診、体部細胞診、内診 3,500 円
　　　　　　　③頸部細胞診、経膣超音波検査、内診 3,500 円
※市立メディカルセンターは③が基本となります。また、③は市立メディカルセンター、高井病院のみとなります。
注意事項　生理中は受診できません。受診票（保健センターで発行）を持って、指定医療機関（市内医療機関は
　　　　　受診票設置）で受診してください。

骨粗しょう症検診（５年に１回の検診です）
対　象　40、45、50、55、60、65 歳の女性
場　所　市立メディカルセンター
内　容　問診、骨密度の測定検査（腰・股関節）
申込み　電話で市立メディカルセンターへ
料　金　2,000 円
※受診 10 日前までにバリウム検査を受けられた人は、受診できません。

　相談
 　 
のびのび相談（乳幼児の発達相談）
内　容　ことばが遅い、他の子どもとうまく遊べないなど、子育ての悩みに心理相談員が相談に応じます。
相談日　申込予約制
対　象　就学までのお子さんと保護者

健康相談（乳幼児～成人）
内　容　育児相談、栄養相談、身長、体重測定、健康づくりに関する情報提供、健康に関する心配ごとなど
　　　　保健師や栄養士が相談に応じます。
相談日　月～金曜日　９時～ 12 時、13 時～ 16 時
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17
日
（
日
）

◇
場
所　

ト
ド
ロ
キ
ボ
ウ
ル

◇
種
別

　

個
人
戦

・
少
年
の
部…

小
学
生
、
中
学
生
、

　

高
校
生

・
成
年
の
部…

18
～
49
歳

・
シ
ニ
ア
の
部…

50
歳
以
上

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

◇
期
日　

５
月
24
日
（
日
）

◇
場
所　

天
理
大
学
ア
ー
チ
ェ
リ

　

ー
場

◇
種
別　

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
（
個
人
戦
）…

少

　

年
Ｒ
Ｃ（
男
・
女
）、
一
般
Ｒ
Ｃ

　
（
男
・
女
）、
一
般
Ｃ
Ｐ（
男
・
女
）

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
個
人
戦
）…

初
級

ク
レ
ー
射
撃

◇
期
日　

５
月
６
日
（
水
）

◇
場
所　

三
重
県
上
野
射
撃
場

◇
種
別　

ト
ラ
ッ
プ
・
ス
キ
ー
ト

　

の
部

◇
参
加
費　

一
人
５
、
０
０
０
円

☆
銃
砲
所
持
許
可
書
・
火
薬
類
譲

　

受
許
可
所
持
者

◎
共
通

◇
申
込
期
間　

４
月
１
日
（
水
）

　

～
４
月
16
日(

木)

９
時
～
17
時

◇
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
の
人（
修
養
科
生
は
除
く
）

☆
そ
の
他
の
競
技
に
つ
い
て
は
、

　

次
号
以
降
に
掲
載
予
定
で
す
。

◇
申
込
み　

各
種
目
別
に
定
め
る

　

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　

え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
役

　

所
５
階
）
へ
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ（
送
信
後
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

課
に
要
連
絡
）、
メ
ー
ル
で
申

　

込
み
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だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

課
（
☎
内
線
５
５
１
・
５
５
２
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Ｘ
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ルsport-moushikomi@
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）
へ

第 48 回市民体育大会
参加者募集

　市民の健康増進とスポーツの普及
をめざして始まった「市民体育大会」
も、今年で 48 回目を迎えます。
　家族そろってご参加ください。
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

◇
期
日
・
種
別

・
４
月
29
日
（
水
）
高
校
生
の
部

　
（
男
・
女
）

・
５
月
10
日
（
日
）
小
学
生
、
一

　

般
の
部
（
男
・
女
）

◇
場
所　

市
立
総
合
体
育
館　
　

☆
中
学
生
の
部
は
、
平
成
28
年
１

　

月
16
日
（
土
）
予
定

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

◇
期
日　

５
月
９
日
（
土
）

◇
場
所　

健
民
運
動
場

◇
種
別　

小
学
５
年
生
以
上
74
歳

　

以
下
（
男
・
女
）、
75
歳
以
上

　
（
男
・
女
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
期
日
・
種
別

・
５
月
４
日（
月
）中
学
生
の
部

　
（
男
・
女
）

・
５
月
17
日(

日)

一
般
の
部（
男
・

　

女
）、家
庭
婦
人
の
部

◇
場
所　

市
立
総
合
体
育
館

　
　陸

上
競
技

◇
期
日　

５
月
31
日
（
日
）

◇
場
所　

天
理
大
学
陸
上
競
技
場

◇
種
目

▼
小
学
生（
男
・
女
）

・
低
学
年…

50
ｍ
、走
幅
跳

・
中
学
年…

80
ｍ
、走
幅
跳

・
高
学
年…

１
０
０
ｍ
、２
０
０
ｍ
、

　

走
幅
跳

・
全
学
年…

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

▼
中
学
生
男
子　

１
０
０
ｍ
、
２

　

０
０
ｍ
、１
５
０
０
ｍ
、３
０
０

　

０
ｍ
、
走
幅
跳
、
砲
丸
投
、　

４

　

０
０
ｍ
リ
レ
ー

▼
中
学
生
女
子　

１
０
０
ｍ
、
２

　

０
０
ｍ
、
８
０
０
ｍ
、
走
幅
跳
、

　

砲
丸
投
、４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

▼
高
校
生
男
子　

４
０
０
ｍ
、
１

　

５
０
０
ｍ
、走
幅
跳

▼
高
校
生
女
子　

２
０
０
ｍ
、
１

　

５
０
０
ｍ
、走
幅
跳

▼
一
般（
男
・
女
）

・
18
歳
～
39
歳　

１
０
０
ｍ
、
１

　

５
０
０
ｍ
、走
幅
跳
、砲
丸
投

・
40
歳
～
49
歳…

１
０
０
ｍ
、
走

　

幅
跳

・
50
歳
～
59
歳…

１
０
０
ｍ
、
砲

　

丸
投

・
60
歳
～
69
歳…

80
ｍ
、
砲
丸
投

・
70
歳
以
上…

60
ｍ
、
砲
丸
投

・
18
歳
以
上
男
子…

３
０
０
０
ｍ

・
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
男
女
と
も

　

30
歳
～
39
歳
、
40
歳
～
49
歳
を

　

そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
含
む
こ
と
）

剣　

道

◇
期
日　

５
月
10
日
（
日
）

◇
場
所　

天
理
大
学
武
道
館

◇
種
別　
　

・
個
人
戦…

小
学
生
（
基
本
錬
成
、

　

３
・
４
年
生
、
５
・
６
年
生
）、

　

中
学
生
・
高
校
生
（
男
・
女
）、

　

一
般

・
団
体
戦…

小
学
生
、
中
学
生
・

　

高
校
生
（
男
・
女
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◇
期
日　

５
月
10
日
、
17
日
、
24

　

日
の
各
日
曜
日

◇
場
所　

健
民
運
動
場

◇
種
別　

一
般
男
子
、
壮
年
男
子

　
（
40
歳
以
上
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

◇
期
日　

５
月
17
日
（
日
）

◇
場
所　

多
世
代
交
流
広
場

◇
種
別　

一
般

銃
剣
道

◇
期
日　

５
月
17
日
（
日
）

◇
場
所　

三
島
体
育
館

◇
種
別　

個
人
戦…

一
般

柔　

道

◇
期
日　

５
月
10
日
（
日
）

◇
場
所　

天
理
高
校
第
二
柔
道
場

◇
種
別

・
個
人
戦…

小
学
生(

低
学
年
（
男
・

　

女
）、
中
学
年
（
男
・
女
）、
高

　

学
年
（
男
・
女
））、
中
学
生
男
子

　
（
学
年
別
）、
女
子

・
団
体
戦…

中
学
生

テ
ニ
ス

◇
期
日
・
種
別　
　

・
５
月
17
日
（
日
）　

一
般
の
部

　
（
男
・
女
）
ダ
ブ
ル
ス

・
５
月
24
日
（
日
）　

小
学
生
の

　

部
シ
ン
グ
ル
ス
、
中
学
生
の
部

　
（
男
・
女
）
シ
ン
グ
ル
ス

・
５
月
31
日
（
日
）　

混
合
の
部

　

ダ
ブ
ル
ス

・
６
月
14
日
（
日
）、
21
日
（
日
）

　

高
校
生
の
部
（
男
・
女
）
シ
ン

　

グ
ル
ス
及
び
ダ
ブ
ル
ス

◇
場
所　

市
立
庭
球
場

ボ
ウ
リ
ン
グ

◇
期
日　

５
月
17
日
（
日
）

◇
場
所　

ト
ド
ロ
キ
ボ
ウ
ル

◇
種
別

　

個
人
戦

・
少
年
の
部…

小
学
生
、
中
学
生
、

　

高
校
生

・
成
年
の
部…

18
～
49
歳

・
シ
ニ
ア
の
部…

50
歳
以
上

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

◇
期
日　

５
月
24
日
（
日
）

◇
場
所　

天
理
大
学
ア
ー
チ
ェ
リ

　

ー
場

◇
種
別　

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
（
個
人
戦
）…

少

　

年
Ｒ
Ｃ（
男
・
女
）、
一
般
Ｒ
Ｃ

　
（
男
・
女
）、
一
般
Ｃ
Ｐ（
男
・
女
）

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
個
人
戦
）…

初
級

ク
レ
ー
射
撃

◇
期
日　

５
月
６
日
（
水
）

◇
場
所　

三
重
県
上
野
射
撃
場

◇
種
別　

ト
ラ
ッ
プ
・
ス
キ
ー
ト

　

の
部

◇
参
加
費　

一
人
５
、
０
０
０
円

☆
銃
砲
所
持
許
可
書
・
火
薬
類
譲

　

受
許
可
所
持
者

◎
共
通

◇
申
込
期
間　

４
月
１
日
（
水
）

　

～
４
月
16
日(

木)

９
時
～
17
時

◇
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
の
人（
修
養
科
生
は
除
く
）

☆
そ
の
他
の
競
技
に
つ
い
て
は
、

　

次
号
以
降
に
掲
載
予
定
で
す
。

◇
申
込
み　

各
種
目
別
に
定
め
る

　

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　

え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
役

　

所
５
階
）
へ
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ（
送
信
後
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

課
に
要
連
絡
）、
メ
ー
ル
で
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

課
（
☎
内
線
５
５
１
・
５
５
２

　

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
２
ー
０
１
０
０
／

　

Ｅ
メ
ー
ルsport-moushikomi@

　

 city.tenri.nara.jp

）
へ

４月１日から市役所の組織が変わります

市長公室
　　
本市の文化行政のより一層の拡充及び施策間の連
携と推進を図るため、「市民会館」を新設する「文化
振興課」（くらし文化部）の所管とします。
　

くらし文化部（旧市民部）
　
①「市民部」を「くらし文化部」に名称を改め、本市
　の文化及びスポーツ行政のより一層の拡充及び
　施策間の連携と推進を図るため、教育委員会か
　ら「文化センター」及び「市民体育課」を、市長公
　室から「市民会館」を移管します。「文化センター」及
　び「市民会館」は新設する「文化振興課」の所管と
　し、同課に「文化振興係」を置きます。また、「市
　民体育課」を「スポーツ振興課」に名称を改め、
　同課の「社会体育係」を「スポーツ振興係」に名
　称を改めます。
②「保険医療課」において、保健事業データヘルス
　の推進を図るため、「給付係」を「いきいき健康
　係」に名称を改め、取組みを推進します。
　

健康福祉部
　　
①生活困窮者自立支援法の制定に伴い、生活困窮
　者相談窓口の開設などを図るため、「社会福祉
　課」に新たに「地域福祉係」を置きます。
②地域包括ケアの推進を図るため、「介護福祉課」
　に新たに「地域包括ケア推進室」を設置し、「高齢
　福祉係」を「地域包括係」に改め、同室に置きま
　す。

環境経済部
　
将来を見据え、環境クリーンセンターの建設など
に取り組むため、「業務課建設企画室」を新たに「建
設企画課」として拡充し、同課に「建設企画係」
を置きます。

建設部
　
①地籍調査業務と他事業の連携を図るため、「監
　理課地籍調査推進室」を監理課「地籍調査係」
　とします。
②天理駅周辺整備事業の建設工事実施に伴い、「ま
　ちづくり事業課」に新たに「工務係」を置きます。
　

教育委員会
　
本市の文化及びスポーツ行政のより一層の拡充及
び施策間の連携と推進を図るため、「文化セン
ター」及び「市民体育課」を、市長部局「くらし
文化部」に移管します。

　
上下水道局
　
上下水道事業に係る図面データなどの入力業務を
一元化することにより、事務の効率化を図るとと
もに、情報の共有化を促進させるため、「給水課」
の「情報管理係」を「経営課」の所管とします。

　本市が抱える様々な課題に対する積極的かつ組織横断的な取組み
や簡素で効率的な組織の運用などを目指し、つぎのように市の組織
の一部を変更します。
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国民年金には「学生納付特例制度」と

「若年者納付猶予制度」があります

　20 歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入
しなければなりません。しかし、学生は一般的に所得
が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民
年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」
があります。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大
学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校
及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部
の海外大学の日本分校に在学する人です。
　また、夜間・定時制課程や通信制課程の人も含ま
れますので、ほとんどの学生の人が対象となります。
学生納付特例の申請期間は、申請日より２年１カ月
遡って申請することができます。
　また、学生でない 30 歳未満の人の場合は、本人及

び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年
金保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予
制度」があります。これらの制度の申請を行わ
ず、保険料を未納のままにしておくと、不慮の事
故などにより障害が残った場合に、障害年金を
受けることができなくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け
取るために必要な期間に算入されますが、年金
額には反映されません。就職などで収入が得ら
れるようになった場合は、将来受け取る年金を
増額するため、10 年以内であれば、保険料を納め
ることができる「追納制度」を利用されることを
お勧めします。
問い合わせ　保険医療課いきいき健康係（☎内
線 720・860）桜井年金事務所国民年金課（☎
0744-42-0033）

　　時間　　 　　　　注射実施会場
９:30 ～ 10:10　二階堂公民館
10:30 ～ 11:20　トーメン団地ひまわり公園
13:30 ～ 15:30　長柄運動公園駐車場 
10:00 ～ 11:30　柳本公民館
13:30 ～ 14:30　式上公民館
14:50 ～ 16:00　井戸堂公民館南側駐車場 
９:30 ～ 11:20　朝和公民館
13:30 ～ 14:00　庵治町青垣団地公園駐車場 
14:30 ～ 15:10　祝徳公民館 
15:30 ～ 16:00　東部公民館
９:30 ～ 10:40　櫟本公民館
11:00 ～ 11:20　蔵之庄町米杉工務店旧街道角
13:30 ～ 15:30　市役所保健センター西側
９:30 ～ 11:20　JA ならけん二階堂支店北側
13:40 ～ 14:00　苣原町公民館
14:20 ～ 15:00　福住公民館
15:20 ～ 15:40　山田公民館

日程

４/14
（火）

　
４/16
（木）

　
　

４/20
（月）

　
４/21
（火）

　
４/23
（木）

　平成27年度の狂犬病予防集合注射をつぎの日程で
行います。なお、すべての会場で登録届・死亡届・
所在地変更届などの手続きができます。
注射料金　3,200円　登録料金　3,000円
☆生後90日を経過した飼い犬は市への生涯に一度　
　の登録がまた、生後91日以上の飼い犬は年１回の
　狂犬病予防注射が、法律で義務付けられています。
☆予防注射は最寄りの動物病院でも行っています。
　また、登録は環境政策課で行っています。
☆暴れるおそれのある犬には口輪などの装着を、ま
　た会場や道路を汚さないよう、フンの後始末など
　飼い主としてのマナーを守ってください。

環境政策課（☎内線 266・267）

狂犬病予防注射と犬の登録 　「市民大学」平成27年度

　　受講生募集

　「学ぶこと」を通して、いつまでも心豊かに過
ごしていただきたいという願いを込めて、本年
度も市民大学を開校します。
　
日程　５月 22 日（金）、６月３日（水）、７月 24 日

（金）、８月 28 日（金）、９月 25 日（金）、10 月 23 日
（金）、11 月 27 日（金）、平成 28 年１月 22 日（金）、
２月 26 日（金）、３月 18 日（金）（全 10 回）
場所　文化センター　３階文化ホール
時間　13 時 30 分～ 15 時
対象　市内在住・在勤・在学の 20 歳以上の人
定員　先着 150 人
内容　社会・健康・文化・歴史・芸術などの各
分野（講師は各分野の専門家や学識経験者など）
受講料　年額 1,000 円
申込み　４月３日（金）～４月 24 日（金）までに、市
民大学入学願書を直接または郵送・FAX・メール
のいずれかで、総合政策課企画室へ申し込みくだ
さい。
☆入学願書は、総合政策課窓口または、市ホームペ
　ージからダウンロードしてください。
問い合わせ　総合政策課企画室（☎内線 463 ／
FAX62-5016 ／ E メール：kikakushitsu@city.tenri.
nara.jp）へ



天理市役所☎ 63-1001(代)

■
お
し
ら
せ
■

お
し
ら
せ

参
加
す
る

募
集

　

保
護
者
や
地
域
の
方
々
、
学

校
・
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
計
画
し
た
前
栽
小
学
校
整
備

事
業
の
模
型
を
つ
ぎ
の
と
お
り

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

前
栽
校
区
以
外
で
も
興
味
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

公
開
期
間　

平
成
28
年
３
月
31

日
（
木
）
ま
で
（
火
曜
日
午
後

と
水
曜
日
は
休
館
）

場
所　

前
栽
公
民
館
１
階　

こ

も
れ
び
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課（
☎

内
線
５
２
６
）へ

　

道
路
上
で
の
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
本
市
で
は
定
期
的
に

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
維

持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
広
範
囲
に
わ
た
る

◇◇◆

た
め
、
十
分
な
点
検
が
で
き
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

道
路
の
陥
没
、
舗
装
版
の
欠

損
、
側
溝
蓋
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

な
ど
の
破
損
を
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

土
木
課
（
☎
内

線
３
０
５
）ま
た
は
監
理
課（
☎

内
線
３
５
９
）へ

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
北

エ
リ
ア
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
乗
降
場
所
に
「
高
井
病

院
」
を
追
加
し
ま
す
。
乗
降
所

増
設
に
伴
う
新
た
な
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
安
全
課（
☎

内
線
２
７
０
）へ

　

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
な
ど

に
放
置
さ
れ
て
い
た
自
転
車
な

ど
を
撤
去
し
、一
時
的
に
保
管

す
る「
自
転
車
等
保
管
施
設
」の

開
所
時
間
が
、４
月
１
日（
水
）

か
ら
平
日
１
時
間
・
土
曜
日
３

時
間
短
縮
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
第
２
・
４
土
曜
日
が
閉

◆◆

鎖
に
な
り
ま
す
。

開
所
日
・
時
間

・
平
日　
　

９
時
～
17
時

・
土
曜
日　

９
時
～
15
時

年
末
年
始
、日
曜
日
及
び
祝
日
、

第
２
・
４
土
曜
日
を
除
く

場
所　

田
井
庄
町
６
７
１
番
地
１

問
い
合
わ
せ　

地
域
安
全
課（
☎

内
線
２
７
０
）へ

　

天
理
市
で
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
、
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転

車
の
普
及
の
た
め
、
購
入
費
の

２
分
の
１
（
上
限
１
５
、
０
０

０
円
）
を
限
度
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
27

年
度
か
ら
補
助
金
を
廃
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
安
全
課（
☎

内
線
２
７
０
）へ

　

働
き
た
く
て
も
仕
事
が
見
つ

か
ら
な
い
、
住
む
所
が
な
い
な

ど
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
困
り

ご
と
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま

し
た
。
解
決
に
向
け
て
一
緒
に

で
き
る
こ
と
を
検
討
し
支
援
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課（
☎

内
線
７
６
２
）へ

◇☆◇◆◆◆

　

身
体
や
精
神
に
障
害
を
持
つ

人
な
ど
で
、
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
（
左

図
参
照
）
は
、
５
月
25
日
（
月
）

（
納
期
限
前
７
日
）
ま
で
に
税

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

減
免
は
普
通
車
も
含
め
１
人

に
つ
き
１
台
で
す
。
な
お
、
現

在
減
免
を
受
け
て
い
る
人
も
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
本
人
が
軽
自
動
車
を
所
有
し

　

運
転
す
る
場
合…

身
体
障
害

　

者
手
帳
、印
か
ん
、免
許
証
、

▼

　

自
動
車
検
査
証
（
原
動
機
付

　

自
転
車
は
除
く
）

②
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　

を
、
生
計
を
一
つ
に
す
る
人

　

が
運
転
す
る
場
合
（
身
体
障

　

害
者
で
18
歳
未
満
の
人
及
び

　

精
神
障
害
者
・
知
的
障
害
者

　

と
生
計
を
一
つ
に
す
る
人
が

　

所
有
す
る
軽
自
動
車
を
含
む
）

　

…

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

　

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

　

祉
手
帳
、
自
立
支
援
医
療
受

　

給
者
証
、
印
か
ん
、
運
転
す

　

る
人
の
免
許
証
、
自
動
車
検

　

査
証

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税

係
（
☎
内
線
２
４
９
）
へ

　 ◆
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く
ら
し
の

　
　
　

ガ
イ
ド

I n f o r m a t i o n

前
栽
小
学
校
整
備
事
業
計
画
の

模
型
を
公
開
し
て
い
ま
す

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

乗
降
所
を
増
設
し
ま
す

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入

費
の
補
助
金
を
廃
止
し
ま
す

自
転
車
な
ど
保
管
施
設
の
開
所

日
・
開
所
時
間
を
変
更
し
ま
す　

道
路
の
危
険
箇
所
が
あ
れ
ば

通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
の
支
援

制
度
が
始
ま
り
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

５
月
25
日
ま
で
で
す

視 覚 障 害
聴 覚 障 害
平 衡 機 能 障 害
音 声 機 能 障 害
上 肢 不 自 由
下 肢 不 自 由
体 幹 不 自 由

心 臓 機 能 障 害
じ ん 臓 機 能 障 害
呼 吸 器 機 能 障 害

小 腸 の 機 能 障 害

肝 臓 機 能 障 害
知 的 障 害

乳幼時期以
前の非進行
性の脳病変
による運動
機能障害

ヒト免疫不全ウィルス
による免疫機能障害

上肢機能

移動機能

本人が運転
１級～４級
２級・３級
３　級

３級（喉頭摘出に限る）
１級・２級
１級～６級

１級～３級・５級

１級・２級

１級～６級

１級・３級
〃
〃

〃

〃

１級～３級

〃

本人以外が運転
１級～４級
２級・３級
３　級

１級・２級
１級～３級
１級～３級

１級・２級

１級～３級

１級・３級
〃
〃

〃

〃

１級～３級

〃
療育手帳Ａ

障害の区分
障 害 の 級 別

ぼうこうまたは
直腸の機能障害

精神障害者保健福祉手
帳をお持ちの人で通院
医療費の公費負担を受
けている人

　　　　　　　１級
(自立支援医療受給者証〈精神通院〉
を受けている人に限る )











ちょっとおでかけ

         

子ども記者が行く

　「おはようございます！」

　毎朝、校門で大きなあいさつの声が響きわ

たっています。井戸堂小学校には、みんなが

守る５つの柱として、

①あいさつをする

②そうじをしっかりする　　

③時間・チャイムを守る

④ろうか・階段をきちん

　と歩く

⑤服装を整える

があります。

　児童会を中心に「５つの柱を守ろう週間」

をつくり、各委員会から全校に呼びかけてい

ます。

　その中でも、特にあいさつは、

≪大きな声で、笑顔で、相手よりも先に、

　　　　　　　学校の外でも地域の人にも≫

を合言葉に、がんばっています。

　あいさついっぱいの学校にするために、ク

イズラリーをして、最後は「あいさつ大王」

とあいさつ対決をする“あいさつラッシュ”や、

各学級が校長先生とあいさつをして、声の大

きさや元気があるかなどを競う“あいさつ大

会”など、アイデアいっぱいの行事がありま

す。　

　学校に来られたお客さんに「大きな声であ

いさつができているね。」と声をかけていた

だき、とってもうれしいです。私は、あいさ

つをすると笑顔になれるし、あいさつをして

もらうとうれしいなと思います。あいさつを

　　　　　　　　　　　　　井戸堂小学校の

　　　　　　　　　　　　　伝統にして、日

　　　　　　　　　　　　　本一あいさつい

　　　　　　　　　　　　　っぱいの学校に

　　　　　　　　　　　　　するのが目標で

　　　　　　　　　　　　　す。

　　　　　　　　　　　　　　また、毎年 12

　　　　　　　　　　　　　月には、各学年

　　が学習したことをもとに、劇などで発表

　　する冬の集会があります。各委員会が計

画から準備・かざりつけまで担当し、高学年

が中心となり、冬の集会を行います。

　１年生から６年生までのアイデアあふれる

出し物や、企画委員会によるクイズもあり、

みんなの笑い声や笑顔が体育館いっぱいに広

がります。みんなが楽しみにしている大好き

な集会です。

  これからも、井戸堂小学校がもっともっと

あいさついっぱい笑顔いっぱいになるよう

に、全校で力を合わせてがんばっていきます。

ちょっとおでかけ

         

しっとりした味わい
なめらかバームクーヘン松林堂本舗

天理市荒蒔町 231 番地
☎  64-2226　FAX 64-2757
定休日　日曜日及び祝日
　　　　（水曜日不定休）
　　　　　人の目で焼き加減をじっ
くり確認しながら仕上げた
バームクーヘンは、地産地
消にこだわり、卵とはちみ
つは市内のものを使用。
　しっとりなめらかな食感を
生み出すために、小麦にもこ
だわっています。

　一番人気は、長さ 38 セン
チにもなるロングバームで
工場でしか買えない限定商
品。しっとりとした食感の
中に、ほんのり卵の香りと
甘さが広がります。
　そのほかにも、メイプル
味やホワイトチョコ味など
種類がたくさんあり、多く
の人が買い求めにこられま
す。

し ょ う り ん ど う

　井戸堂小学校　　井戸堂小学校
あいさついっぱい　
　　　　　笑顔いっぱい
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てんりの昔ばなし

　　-長滝町 -

　
　

長
滝
町
の
林
道
の
山
奥
深
い
布
留

川
の
源
流
と
な
る
と
こ
ろ
に
、
大
き
な

岩
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
岩
は

「
八
つ
岩
」
と
い
わ
れ
、
石
上
神
宮
の
奥

の
宮
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
・・・

　

『
む
か
し
、
出
雲
の
国
の
肥
の
川
に
住

ん
で
い
た
八
岐
の
大
蛇
は
、
一
つ
の
身
に

八
つ
の
頭
と
尾
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
素

戔
嗚
尊
が
こ
れ
を
八
段
に
切
断
し
て
、

八
つ
身
に
八
つ
頭
が
取
り
つ
き
、
八
つ
の

小
蛇
と
な
っ
て
天
へ
昇
り
、
水
雷
神
と
化
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
天
の
む
ら
雲
の
神
剣
に
従
って
大
和
の

国
の
布
留
川
の
川
上
に

あ
る
日
の
谷
に
臨
み
、

八
大
竜
王
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
場
所
を
八

つ

岩
と
言
い
ま
す
。

　

天
武
天
皇
の
と
き
、

布
留
の
物
部
邑
智
と
い

う
神
主
が
い
ま

し
た
。
あ
る
夜
、

八
大
竜
王
の
夢

を
み
ま
し
た
。

　

八
つ
の
竜
が
八

つ
の
頭
を
出
し

て
一
つ
の
神
剣

を
守
り
、
出
雲

の
国
か
ら
八
重

雲
に
の
っ
て
光
を
放
ち
つ
つ
、
布
留
山
の
奥
へ
飛
ん
で

き
て
山
の
中
に
落
ち
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

邑
智
は
夢
に
教
え
ら
れ
た
場
所
に
来
る
と
、
一
つ

の
岩
を
中
心
に
し
て
神
剣
が
刺
し
て
あ
り
、
八
つ
の

岩
は
、
は
じ
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
一
人
の
神
女

が
現
れ
て
、
「神
剣
を
布
留
社
の
高
庭
に
お
祀
り
く

だ
さ
い
」
と
い
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
布
留
社
の
南
に
神

殿
を
建
て
て
祀
った
の
が
今
の
出
雲
建
雄
神
社

（若

宮
）で
あ
る
。
』

と
い
う
い
わ
れ
が
残
って
い
ま
す
。

　
　
　

 

八つ岩　　　　
　　

あ
が

や
ま
た

す

は
ち
だ
い
り
ゅ
う
お
う

も
の
の
べ
の
お
お
ち

し
ん
に
ょ

や　

え　

八
つ
岩
巨
石
群

▲

す
い
ら
い
じ
ん

や

ひ

か
ん
ぬ
し

せ
つ
だ
ん

や
ま
お
く
ふ
か

み
や

し
ん
け
ん

し
た
が

の
ぞ

は
ち
だ
ん

の
ぼ

お

ゆ
め

た
か
に
わ

た
け
お
じ
ん
じ
ゃ

わ
か

ふ　

る　

し
ゃ

げ
ん
り
ゅ
う

や
ま
と

し
ん

ふ　

る

い
そ
の
か
み
じ
ん
ぐ
う

い
わ

い
ず
も

つ
た

り
ん
ど
う

す

お
ろ
ち

あ
ま

か
わ
か
み

た
に

て
ん
む
て
ん
の
う

よ

は
な

お
お
ち

ば　

し
ょ

ぐ
も

た

ま
つ

ず
も

い

さ
の
う
の
み
こ
と

り
ゅ
うひ

か
り

で
ん

現
在
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
八
つ
岩

▲

▲石上神宮境内にある摂社 出雲建雄神社

さ

し
ん
こ
う

げ
ん
ざ
い

み
や

な
が
た
き

し
ょ
う
じ
ゃ
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せっしゃけいだい
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まちまちカレンダー４月

　　

４／　　　　イベント名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  時間　 開催場所           担当課等
くらし
の相談

１（水） 天理ぐるぐるスタンプラリー（～５月 31 日）

２（木） 本庁の窓口業務延長

　

３（金） 

４（土） 地球にやさしいＥＭ講習会と折紙講習会

５（日）

６（月） 

７（火） 親子の絆づくりプログラム

８（水） 

９（木） 

10（金） 手話奉仕員養成講座

　 ロビー・コンサート

11（土）

12（日） 県知事選挙及び県議会議員選挙投票日

13（月） 

14（火）

15（水）

16（木） 親子で遊ぼう会（うさぎプチグループ）

17（金） 

18（土）　　　　

19（日） 第 90 回天理市民歩け歩け運動

20（月） 

21（火） 

22（水） 

23（木） 

24（金） ロビー・コンサート

25（土） てくてくてんり「春」植物観察

　　   土曜子育てサロン

26（日） 天理市議会議員選挙投票日

 応急手当講習会

27（月） 市税・国保の夜間納付相談

　　　  出前保育「みんなで遊ぼう」

28（火） 

29（水） 昭和の日

30（木） 

　　　天理市内各所  産業振興課  

　　　市役所　　　　　 

    　　　　

　

９:00 男女共同参画プラザ　 ＥＭ天理  

10:00 文化センター  児童福祉課 　

　

    　　　　

19:00 ボランティアセンター  社会福祉課 　

12:20 市役所 　　　　 文化振興課  

  

    

９:30 すこやかホール  児童福祉課  

　　

８:30 天理駅前広場  市民体育課  

    　　　　

　　　　　　　

12:20 市役所 　　　　 文化振興課  

９:15 黒塚古墳　　　　 産業振興課  

９:30 すこやかホール  児童福祉課  

９:00 天理消防署  天理消防署  

　　　収税課、保険医療課  収税・保険医療課 

10:00 前栽公民館  児童福祉課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

～ 20:00

～ 20:00 市民課 保険医療課
社会福祉課 介護福祉課
税務課 収税課
児童福祉課 学校教育課

弁

弁

弁

女

人 行

心

心

心

心

心

特

特

若

若
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特

特
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特司 若

若
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日
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☆ほかの市町村などに確認を必要とするお手続きは、
　取扱いできないことがあります。
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法律相談（弁護士）
日時　第１・２・４水曜日　13 時～ 16 時 10 分
場所　122 市民相談室
申込み・問い合わせ　市民協働推進課（☎内線 429）
法律相談（司法書士）
日時　第３火曜日　13 時～ 16 時 20 分
場所　122 市民相談室
申込み・問い合わせ　市民協働推進課（☎内線 429）
税務相談
日時　第２金曜日　13 時～ 16 時
場所　122 市民相談室
申込み・問い合わせ　税務課（☎内線 248・613）
女性のための法律相談
日時　第１金曜日　13 時～ 16 時　
場所　男女共同参画プラザ２階相談室
申込み・問い合わせ　男女共同参画課（☎68-2666）
人権相談
日時　第２月曜日　10 時～ 15 時
場所　122 市民相談室
問い合わせ　人権センター（☎65-0130）
行政相談
日時　第２月曜日　10 時～ 15 時
場所　123 市民相談室
問い合わせ　市民協働推進課（☎内線 429）　
女性のためのこころの相談
日時　第２金曜日　13 時～ 16 時　
　　　第４金曜日　９時 30 分～ 12 時 30 分
場所　男女共同参画プラザ２階相談室
申込み・問い合わせ　男女共同参画課（☎68-2666）
女性のためのこころの電話相談　（☎62-8801）　
日時　第１・２・３木曜日　13 時～ 16 時
問い合わせ　男女共同参画課（☎68-2666）
男性のためのこころの電話相談　（☎62-8801）
日時　第４木曜日　18 時～ 21 時
問い合わせ　男女共同参画課（☎68-2666）

消費生活相談
日時　毎日　10 時～ 12 時／ 12 時 45 分～ 16 時
場所　消費生活センター（☎内線 770・785）
問い合わせ　産業振興課（☎内線 284）
心配ごと相談
日時　毎週木曜日　９時～ 15 時
場所　122 市民相談室
問い合わせ　社会福祉協議会（☎61-2200）
家庭児童相談
日時　毎日　８時 30 分～ 17 時 15 分
場所　家庭児童相談室
問い合わせ　家庭児童相談室（☎内線 772）
母子生活相談
日時　毎日　８時 30 分～ 17 時 15 分
場所　家庭児童相談室
問い合わせ　家庭児童相談室（☎内線 772）
母子貸付相談
日時　第１・３月曜日　８時 30 分～ 17 時 15 分
場所　家庭児童相談室
問い合わせ　家庭児童相談室（☎内線 772）　
教育相談
日時　毎日　９時～ 17 時
問い合わせ　教育総合センター内いちょうの木テレホ
ン（☎63-3255）
特別支援教育相談
日時　毎週火・金曜日　13 時～ 17 時
場所　教育総合センター
問い合わせ　（☎63-0316）
子ども・若者相談窓口「夢てんり」
日時　毎週火曜日　９時～ 17 時
場所　御経野コミュニティーセンター２階相談室
申込み・問い合わせ　教育総合センター（☎62-4222）
　

くらしの相談
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くらしの悩みごと、心配ごとなどお気軽にご相談ください



　市立天理南中学校（中谷芳敬校長、生徒
477 人）では、地元の読書会ボランティアの
ご協力をいただき、毎月「読書週間」を設け
て、始業前に「絵本の読み聞かせ」が行われ
ています。３年以上続くこの活動は、絵本の
選定から読み聞かせまで、会のメンバー７
人と教員が協力して進められています。
　２月３日に１年３組で行われた読み聞か
せの題目は、孫工さん親子による「おおはく
ちょうのそら」。孫工恵嗣さんによるチェロ
の演奏に合わせ、孫工ひとみさんによる絵
本の朗読が行われました。静かな教室で奏
でるチェロの調べと語り口に、生徒たちは
耳を澄ませて聴き入っていました。チェロ
の演奏は、以前、読まれた「セロ弾きのゴー
シュ」にチェロが登場したとき、生徒たちに
本物の音色に触れてもらおうとはじめら
れ、好評だったために継続されています。

　孫工ひとみさんは、「絵本の読み聞かせ」
の立ち上げから携わっている一人。「回を重
ねていくと、生徒たちから感謝されること
もあり、活動の手ごたえを感じてきました」
と振り返っていました。
　体験した生徒は、「人の声を通して聞く物
語は、ちがった印象を受けじっくり本を楽
しむことができた」と話していました。
　南中では、絵本の読み聞かせだけでなく、
保育実習、浴衣着方教室、職場体験学習など
で、地域との連携を深めています。
　中谷校長は、「地域社会においても人間関
係が希薄化し『人とかかわらない・かかわ
れない』状況が、子どもたちにも影響を与え
ているように感じます。今後も、地域の方々
の力をいただきながら、人のつながりを大
切にできる生徒の育成に努めていきたいで
す」と話していました。
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人の動き
人口／ 66,983 人（-455）　男／ 32,886 人　女／ 34,097 人
世帯数／ 29,182 世帯（-456）　３月１日現在　（　）　は前月比
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